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(57)【要約】
【課題】複数のリモートコントロール装置に対するコマ
ンド入力を簡易に行える空調システムを提供する。
【解決手段】空調システム１００は、対象空間ＳＰに設
置される複数の室内ユニット２０と、いずれかの室内ユ
ニット２０と対応付けられる複数のリモコン３０と、コ
ントローラ５０と、を備える。リモコン３０は、対応す
る室内ユニット２０若しくは自己の設定に係るコマンド
を入力される。コントローラ５０は、リモコン３０に入
力されたコマンドに基づき処理を行う。各リモコン３０
は、対応する室内ユニット２０と通信を行うリモコン通
信部３５３と、近距離無線通信機能を有する端末１１０
と近距離無線通信を行う近距離無線通信部３４と、を有
する。各リモコン３０は、近距離無線通信によって端末
１１０から送信された信号を、近距離無線通信部３４に
おいて受信することで、コマンドを入力される。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象空間（ＳＰ）に設置される複数の空調室内機（２０）と、
　いずれかの前記空調室内機と対応付けられ、対応する前記空調室内機若しくは自己の設
定に係るコマンドを入力される複数のリモートコントロール装置（３０）と、
　前記リモートコントロール装置に入力された前記コマンドに基づき処理を行うコントロ
ーラ（５０）と、
を備え、
　各前記リモートコントロール装置は、
　　対応する前記空調室内機と通信を行う通信部（３５３）と、近距離無線通信機能を有
する通信機器（１１０）と近距離無線通信を行う近距離無線通信部（３４）と、を有し、
　　前記近距離無線通信によって前記通信機器から送信された信号を前記近距離無線通信
部において受信することで前記コマンドを入力される、
空調システム（１００）。
【請求項２】
　前記コマンドには、前記空調室内機の設置時又はメンテナンス時に行われる前記空調室
内機又は前記リモートコントロール装置の初期設定に係る初期設定コマンドが含まれる、
請求項１に記載の空調システム（１００）。
【請求項３】
　前記初期設定には、前記対象空間に関する現地情報を登録するための現地情報登録設定
、前記リモートコントロール装置が有する時計機能に関し時刻調整を行うための時刻設定
、前記対象空間に温度センサ（２２、３３）が複数配置される場合に評価対象となる前記
温度センサの選択を行うための温度センサ選択設定、前記空調室内機が有するフィルタ（
２０１）の清掃若しくは交換を促す報知を行うタイミングを決定するための報知タイミン
グ設定、及び前記リモートコントロール装置が有する表示部（３２）における表示態様を
決定するための表示態様設定が含まれる、
請求項２に記載の空調システム（１００）。
【請求項４】
　前記コマンドには、所定のデータの送信を要求する前記コマンドであるデータ送信要求
コマンドが含まれ、
　前記コントローラは、前記リモートコントロール装置に入力された前記データ送信要求
コマンドによって要求される前記データを、前記近距離無線通信部から前記通信機器へ送
信させる、
請求項１から３のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項５】
　前記リモートコントロール装置は、入力された前記データ送信要求コマンドに対応して
前記通信機器へ送信する前記データを記憶する送信データ記憶部（３５１）をさらに有し
、
　前記コントローラは、前記データ送信要求コマンドによって要求されうる前記データを
、前記送信データ記憶部に格納する、
請求項４に記載の空調システム（１００）。
【請求項６】
　入力された前記データ送信要求コマンドに対応して前記リモートコントロール装置から
前記通信機器へ送信される前記データには、特定データが含まれ、
　前記特定データは、前記コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し、
切換前の状態と、切換後の状態と、の差分を特定可能な情報である、
請求項４又は５に記載の空調システム（１００）。
【請求項７】
　前記近距離無線通信部は、
　　入力された前記コマンドを記憶する入力コマンド記憶部（３４２）と、
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　　前記通信機器から前記コマンドを入力された場合、入力された前記コマンドを前記入
力コマンド記憶部に格納する第１処理モード、及び入力された前記コマンドを前記入力コ
マンド記憶部に格納せずに前記コントローラへ出力する第２処理モード、のいずれかによ
り処理を実行する処理部（３４３）と、
を有し、
　前記処理部は、電源供給されていない状態において前記通信機器に接近されることで給
電されるとともに前記コマンドを入力された場合には前記第１処理モードにより処理を実
行し、電源供給されている状態において前記コマンドを入力された場合には前記第２処理
モードにより処理を実行する、
請求項１から６のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項８】
　前記コマンドには、前記空調室内機の運転スケジュールの設定に係るスケジュール設定
コマンドが含まれる、
請求項１から７のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項９】
　各前記リモートコントロール装置は、複数の前記空調室内機若しくは複数の前記リモー
トコントロール装置の動作を統括的に制御する集中リモートコントローラ（４０）との通
信に用いられる集中アドレスを割り当てられ、
　前記コマンドには、前記集中アドレスの設定に係る集中アドレス設定コマンドが含まれ
る、
請求項１から８のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項１０】
　前記リモートコントロール装置は、前記通信部を介した前記空調室内機との通信を行っ
ている場合に前記空調室内機と通信中であることを示す情報を表示する通信状態表示部（
３２）をさらに有する、
請求項１から９のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、対象空間に設置され空気調和を行う空調室内機と、各種コマンドの入力装置とし
てのリモートコントロール装置と、を有する空調システムが広く普及している。例えば特
許文献１（特開平１０－２３２０４４号公報）に開示される空調システムでは、リモート
コントロール装置に設けられた入力キーを介して入力されたコマンドに基づき各種設定が
行われている。リモートコントロール装置に入力されたコマンドに基づき行われる各種設
定としては、例えば、空調室内機の設置時やメンテナンス時に作業者によって行われる初
期設定やデータ取得に関する設定、又はユーザによる運転状態の切替えや運転スケジュー
ルの登録等に関するユーザ設定である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここで、ビル、工場、倉庫又は公共施設等、複数の空調室内機が設置される施設におい
ては、空調室内機の台数に応じて複数のリモートコントロール装置が設置されることに伴
い、上述のような各種設定が行われる際に、各リモートコントロール装置に対しコマンド
の入力がそれぞれ行われるケースがある。係るケースにおいて、特許文献１に記載される
ような従来の空調システムでは、複数のリモートコントロール装置に対し入力キーを操作
してコマンドをそれぞれ入力する必要があるため、設定作業が煩雑となり、作業に要する
労力及び時間の増大や設定ミスの発生等を抑制することが難しい。このため、昨今、複数
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のリモートコントロール装置に対するコマンド入力を、より簡易に行える空調システムの
需要が高まっている。
【０００４】
　そこで、本発明の課題は、複数のリモートコントロール装置に対するコマンド入力を簡
易に行える空調システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１観点に係る空調システムは、複数の空調室内機と、複数のリモートコント
ロール装置と、コントローラと、を備える。空調室内機は、対象空間に設置される。リモ
ートコントロール装置は、いずれかの空調室内機と対応付けられる。リモートコントロー
ル装置は、対応する空調室内機若しくは自己の設定に係るコマンドを入力される。コント
ローラは、リモートコントロール装置に入力されたコマンドに基づき処理を行う。各リモ
ートコントロール装置は、通信部と、近距離無線通信部と、を有する。通信部は、対応す
る空調室内機と通信を行う。近距離無線通信部は、近距離無線通信機能を有する通信機器
と、近距離無線通信を行う。各リモートコントロール装置は、近距離無線通信によって通
信機器から送信された信号を、近距離無線通信部において受信することで、コマンドを入
力される。
【０００６】
　本発明の第１観点に係る空調システムでは、各リモートコントロール装置は、近距離無
線通信機能を有する通信機器と近距離無線通信を行う近距離無線通信部を有し、近距離無
線通信によって通信機器から送信された信号を近距離無線通信部において受信することで
コマンドを入力される。これにより、各種設定を行うに際し複数のリモートコントロール
装置に対してコマンドの入力をそれぞれ行うケースにおいて、コマンドを近距離無線通信
によって通信機器からリモートコントロール装置へ送信することが可能となる。つまり、
通信機器に予め入力又は記憶させておいたコマンドを、近距離無線通信によって各リモー
トコントロール装置に送信することが可能となる。その結果、各リモートコントロール装
置の入力キーを操作せずとも、複数のリモートコントロール装置に対するコマンドの入力
を行うことが可能となる。よって、複数のリモートコントロール装置に対するコマンドの
入力を、簡易に行うことが可能となる。すなわち、各種設定に係る作業が煩雑となること
が抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【０００７】
　なお、ここでの「各種設定」には、例えば、設定温度、運転モード、設定風量、設定風
向、タイマー設定、及びスケジュール設定等の動作設定や、設置時やメンテナンス時にお
いて行われる初期設定、リモートコントロール装置に表示部が搭載される場合における表
示態様の設定、及びリモートコントロール装置から通信機器に対するデータ送信に係る設
定等が含まれる。
【０００８】
　また、ここでの「空調室内機」には、エアコンの室内ユニット、空気清浄機、換気装置
、除湿機等、対象空間に設置され空気調和を行う各種装置が含まれる。
【０００９】
　また、ここでの「近距離無線通信」は、数センチから約1メートル程度の近距離におけ
る双方向通信を可能とする通信方式であり、例えば、１３．５６ＭＨｚの周波数を用いる
NFC（Near Field Communication）である。
【００１０】
　本発明の第２観点に係る空調システムは、第１観点に係る空調システムであって、リモ
ートコントロール装置に入力されるコマンドには、初期設定コマンドが含まれる。初期設
定コマンドは、空調室内機又はリモートコントロール装置の設置時又はメンテナンス時に
行われる、空調室内機又はリモートコントロール装置の初期設定に係るコマンドである。
【００１１】
　これにより、空調室内機の設置時やメンテナンス時等に初期設定が行われる際、初期設
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定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミス
の発生等が抑制される。
【００１２】
　本発明の第３観点に係る空調システムは、第２観点に係る空調システムであって、初期
設定には、現地情報登録設定、時刻設定、温度センサ選択設定、報知タイミング設定、及
び表示態様設定が含まれる。現地情報登録設定は、対象空間に関する現地情報を登録する
ための設定である。時刻設定は、リモートコントロール装置が有する時計機能に関し時刻
調整を行うための設定である。温度センサ選択設定は、対象空間に温度センサが複数配置
される場合に評価対象となる温度センサの選択を行うための設定である。報知タイミング
設定は、空調室内機が有するフィルタのメンテナンスを促す報知を行うタイミング、を決
定するための設定である。表示態様設定は、リモートコントロール装置が有する表示部に
おける表示態様を決定するための設定である。
【００１３】
　これにより、空調室内機の設置時やメンテナンス時等に初期設定が行われる際、従来に
おいてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた設定（現地情報登録設定、時刻設定、温
度センサ選択設定、報知タイミング設定、又は表示態様設定）についても、設定に係る作
業が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が
抑制される。
【００１４】
　なお、ここでの「現地情報」には、例えば、空調室内機が設置される対象空間の天井高
、広さ、所在階、建物全体における位置、名称、又は対象空間の所在地、対象空間におけ
るサマータイム適用の有無等に関する情報が含まれる。
【００１５】
　本発明の第４観点に係る空調システムは、第１観点から第３観点のいずれかに係る空調
システムであって、リモートコントロール装置に入力されるコマンドには、データ送信要
求コマンドが含まれる。データ送信要求コマンドは、リモートコントロール装置（空調シ
ステム）に対して所定のデータの送信を要求するコマンドである。コントローラは、リモ
ートコントロール装置に入力されたデータ送信要求コマンドによって要求されるデータを
、近距離無線通信部から通信機器へ送信させる。
【００１６】
　これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた、複数のリモート
コントロール装置に対するデータ送信の設定に係るデータ送信要求コマンドの入力が行わ
れる際、作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミス
の発生等が抑制される。
【００１７】
　なお、ここでの「所定のデータ」には、例えば、空調室内機の運転状況や故障したタイ
ミング等を特定する履歴情報、所定時刻における各種アクチュエータの動作状態（例えば
圧縮機又はファンの回転数や各種弁の開度）を特定する情報、所定時刻における各種セン
サの検出値を特定する情報、所定時刻における各種設定に係る設定状態を特定する情報、
又は消費電力に関する情報に係るデータが含まれる。
【００１８】
　本発明の第５観点に係る空調システムは、第４観点に係る空調システムであって、リモ
ートコントロール装置は、送信データ記憶部をさらに有する。送信データ記憶部は、入力
されたデータ送信要求コマンドに対応して通信機器へ送信するデータを記憶する。コント
ローラは、データ送信要求コマンドによって要求されうるデータを、送信データ記憶部に
格納する。
【００１９】
　これにより、データ送信要求コマンドによって要求されうる情報を、予め送信データ記
憶部に格納しておくことが可能となる。その結果、データ送信要求コマンドが入力された
際に、通信機器へのデータ転送に係る時間の短縮が可能となる。よって、空調システム内
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のデータ取得に係る作業時間がさらに短縮されうる。
【００２０】
　本発明の第６観点に係る空調システムは、第４観点又は第５観点に係る空調システムで
あって、入力されたデータ送信要求コマンドに対応してリモートコントロール装置から通
信機器へ送信されるデータには、特定データが含まれる。特定データは、コマンドに基づ
き設定内容を切り換えられた設定項目に関し、切換前の状態と、切換後の状態と、の差分
を特定可能な情報である。
【００２１】
　これにより、コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し、切換前の状
態と、切換後の状態と、の差分を特定可能な特定データが、データ送信要求コマンドに基
づきリモートコントロール装置から通信機器へ送信される。その結果、特定データを取得
した通信機器又は当該通信機器から特定データを転送された情報処理機器において、特定
データによって特定される差分を表示することが可能となる。このため、設定者が、設定
内容の切換えを行う設定項目に関し、切換前の状態と切換後の状態との差分を容易に把握
可能となり、利便性が向上する。また、取得した特定データを現場（対象空間）において
即座に分析又は加工することが可能となり、利便性が向上する。
【００２２】
　本発明の第７観点に係る空調システムは、第１観点から６観点のいずれかに係る空調シ
ステムであって、近距離無線通信部は、入力コマンド記憶部と、処理部と、を有する。入
力コマンド記憶部は、入力されたコマンドを記憶する。処理部は、通信機器からコマンド
を入力された場合、第１処理モード及び第２処理モードのいずれかにより処理を実行する
。第１処理モードは、入力されたコマンドを入力コマンド記憶部に格納するモードである
。第２処理モードは、入力されたコマンドを入力コマンド記憶部に格納せずにコントロー
ラへ出力するモードである。処理部は、電源供給されていない状態において前記通信機器
に接近されることで給電されるとともに前記コマンドを入力された場合には、第１処理モ
ードにより処理を実行する。処理部は、電源供給されている状態においてコマンドを入力
された場合には、第２処理モードにより処理を実行する。
【００２３】
　これにより、近距離無線通信部に電源供給されているか否かに関わらず、近距離無線通
信によってコマンドを入力することが可能となる。また、近距離無線通信部に電源供給さ
れている状態においてコマンドが入力された場合には、入力されたコマンドが入力コマン
ド記憶部に格納されずにコントローラへ出力されるため、近距離無線通信部に電源供給さ
れていない状態においてコマンドを入力された場合と比較して、入力されたコマンドに関
する伝送時間が短縮され、入力されたコマンドに対する結果が反映されるまでの時間が短
縮される。よって、各種設定に係る作業に要する労力及び時間の増大がさらに抑制される
。
【００２４】
　本発明の第８観点に係る空調システムは、第１観点から第７観点のいずれかに係る空調
システムであって、リモートコントロール装置に入力されるコマンドには、スケジュール
設定コマンドが含まれる。スケジュール設定コマンドは、空調室内機の運転スケジュール
の設定に係るコマンドである。
【００２５】
　これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた運転スケジュール
の登録に関する設定が行われる際、設定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作業に
要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００２６】
　本発明の第９観点に係る空調システムは、第１観点から第８観点のいずれかに係る空調
システムであって、各リモートコントロール装置は、集中リモートコントローラとの通信
に用いられる集中アドレスを割り当てられる。集中リモートコントローラは、複数の空調
室内機若しくは複数のリモートコントロール装置の動作を統括的に制御する。リモートコ
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ントロール装置に入力されるコマンドには、集中アドレス設定コマンドが含まれる。集中
アドレス設定コマンドは、集中アドレスの設定に係るコマンドである。
【００２７】
　これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた集中アドレスの設
定が行われる際、設定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時
間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００２８】
　本発明の第１０観点に係る空調システムは、第１観点から第９観点のいずれかに係る空
調システムであって、リモートコントロール装置は、通信状態表示部をさらに有する。通
信状態表示部は、通信部を介した空調室内機との通信を行っている場合に、空調室内機と
通信中であることを示す情報を表示する。
【００２９】
　これにより、利便性が向上する。例えば、リモートコントロール装置及び空調室内機間
の通信に長時間を要する場合においても、設定者がコマンドに係る処理の進捗状況を把握
可能となり、利便性が向上する。また、リモートコントロール装置及び空調室内機間の通
信が完了する毎にコマンドを入力する必要がある場合（すなわち、リモートコントロール
装置に対してコマンドを複数回に分けて入力する必要がある場合）において、コマンドを
入力するタイミングを容易に把握可能となり、利便性が向上する。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の第１観点に係る空調システムでは、各リモートコントロール装置の入力キーを
操作せずとも、複数のリモートコントロール装置に対するコマンドの入力を行うことが可
能となる。よって、複数のリモートコントロール装置に対するコマンドの入力を、簡易に
行うことが可能となる。すなわち、各種設定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作
業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００３１】
　本発明の第２観点に係る空調システムでは、空調室内機の設置時やメンテナンス時等に
初期設定が行われる際、初期設定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する
労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００３２】
　本発明の第３観点に係る空調システムでは、空調室内機の設置時やメンテナンス時等に
初期設定が行われる際、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた設定（現
地情報登録設定、時刻設定、温度センサ選択設定、報知タイミング設定、又は表示態様設
定）についても、設定に係る作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時
間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００３３】
　本発明の第４観点に係る空調システムでは、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑
となっていた、複数のリモートコントロール装置に対するデータ送信の設定に係るデータ
送信要求コマンドの入力が行われる際、作業が煩雑となることが抑制され、作業に要する
労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００３４】
　本発明の第５観点では、空調システム内のデータ取得に係る作業時間がさらに短縮され
うる。
【００３５】
　本発明の第６観点に係る空調システムでは、利便性が向上する。
【００３６】
　本発明の第７観点に係る空調システムでは、各種設定に係る作業に要する労力及び時間
の増大がさらに抑制される。
【００３７】
　本発明の第８観点に係る空調システムでは、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑
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となっていた運転スケジュールの登録に関する設定が行われる際、設定に係る作業が煩雑
となることが抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制され
る。
【００３８】
　本発明の第９観点に係る空調システムでは、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑
となっていた集中アドレスの設定が行われる際、設定に係る作業が煩雑となることが抑制
され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制される。
【００３９】
　本発明の第１０観点に係る空調システムでは、利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】空調システムの概略構成図。
【図２】近距離無線通信によりリモコンにコマンドを出力する情報処理端末の一例を示し
た外観図。
【図３】空調システムが適用された施設における各室内ユニット及び各リモコンの設置態
様を概略的に示した模式図。
【図４】対象空間における室内ユニット及びリモコンの設置態様を概略的に示した模式図
。
【図５】表示データの一例を表示している状態にあるリモコンの正面外観図。
【図６】表示データの他の一例（通信状況通知情報）を表示している状態にあるリモコン
の正面外観図。
【図７】表示データの他の一例を表示している状態にあるリモコンの正面外観図。
【図８】表示データの他の一例を表示している状態にあるリモコンの正面外観図。
【図９】空調システムにおいて構築される通信ネットワークと、室外ユニット制御部、各
室内ユニット制御部、各リモコン制御部及び各近距離無線通信部に含まれる機能部と、を
模式的に示したブロック図。
【図１０】コントローラ、及びコントローラに接続される各部を模式的に示したブロック
図。
【図１１】コントローラに含まれる各機能部を模式的に示したブロック図。
【図１２】運転スケジュールテーブルの一例を示した模式図。
【図１３】アドレステーブルの一例を示した模式図。
【図１４】現地情報テーブルの一例を示した模式図。
【図１５】空調システムの処理の流れの一例を示したフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、本発明の一実施形態に係る空調システム１００について説明する。なお、以下の
実施形態は、本発明の具体例であって、本発明の技術的範囲を限定するものではなく、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【００４２】
　（１）空調システム１００
　図１は、空調システム１００の概略構成図である。空調システム１００は、家屋、ビル
、工場、公共施設等の建築物内に含まれる対象空間において冷房や暖房等の空気調和を実
現するシステムである。特に、空調システム１００は、空調室内機が複数台必要となる大
きな対象空間又は複数の対象空間を形成された施設、に適用されることを想定している。
本実施形態において、空調システム１００は、複数（ここでは６つ）の対象空間ＳＰ（Ｓ
Ｐ１、ＳＰ２、ＳＰ３、ＳＰ４、ＳＰ５及びＳＰ６）を含む施設１に適用されている（図
３参照）。
【００４３】
　空調システム１００は、冷媒回路を含み、冷媒回路において冷媒を循環させて蒸気圧縮
方式の冷凍サイクルを行うことにより、対象空間ＳＰの冷房又は暖房を行う。空調システ
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ム１００は、冷房モード及び暖房モードを含む複数の運転モードを有しており、運転モー
ドに応じた運転を行う。具体的に、空調システム１００は、冷房モード時には冷房運転を
行い、暖房モード時には暖房運転を行う。
【００４４】
　空調システム１００は、主として、熱源ユニットとしての１台の室外ユニット１０と、
利用ユニットとしての複数台（ここでは６台）の室内ユニット２０と、各種設定に係るコ
マンドを入力する入力装置としての複数台（ここでは６台）のリモートコントロール装置
３０（以下、「リモコン」と称する）と、集中リモコン４０と、コントローラ５０と、を
有している。
【００４５】
　空調システム１００では、室外ユニット１０と、各室内ユニット２０と、が冷媒連絡配
管（ガス連絡配管ＧＰ及び液連絡配管ＬＰ）で接続されることで冷媒回路が構成されてい
る。また、空調システム１００では、各ユニット間の信号の伝送路として機能する複数の
通信ネットワーク（第１ネットワークＮＷ１、第２ネットワークＮＷ２、及び第３ネット
ワークＮＷ３）が構築されている。また、空調システム１００において、コントローラ５
０は、室外ユニット１０、各室内ユニット２０、各リモコン３０、及び集中リモコン４０
が、通信ネットワークで接続されることで、構成されている（図１０参照）。
【００４６】
　ここで、リモコン３０は、空調システム１００の設置時又はメンテナンス時に作業を担
当するサービスマンや空調システム１００の管理者又は利用者が保持する、近距離無線通
信機能を備えた携帯通信端末１１０（以下、単に「端末１１０」と称する）と通信（近距
離無線通信）を行えるように構成されている。リモコン３０は、端末１１０から送信され
た信号を受信することで、空調システム１００の各種設定に係るコマンドを入力される。
換言すると、空調システム１００では、端末１１０を、各種設定に係るコマンドを出力す
るための「コマンド出力装置」として機能させることが可能である。
【００４７】
　また、リモコン３０は、端末１１０に対して信号を送信することで、空調システム１０
０が保持するデータの送信を行う。換言すると、空調システム１００では、端末１１０を
、空調システム１００から各種データを取得するための「データ取得装置」として機能さ
せることが可能である。
【００４８】
　なお、本実施形態において、リモコン３０及び端末１１０間で行われる近距離無線通信
は、１３．５６ＭＨｚの周波数を用いるNFC（Near Field Communication）である。ＮＦ
Ｃは、数センチから約1メートル程度の近距離における双方向通信を可能とする通信方式
である。
【００４９】
　また、本実施形態において、リモコン３０に入力されるコマンドは、例えば、設定温度
、運転モード、設定風量、設定風向、タイマー設定、及びスケジュール設定等の動作設定
や、設置時やメンテナンス時に行われる初期設定、リモコン３０（後述するリモコン表示
部３２）における表示態様の設定（表示態様設定）、及びリモートコントロール装置から
通信機器に対するデータ送信を行うための設定等、各種設定に係るコマンドとして入力さ
れる。
【００５０】
　本実施形態において、端末１１０（通信機器）は、例えば図２に示すような、入力部と
してのタッチスクリーン１１１と、及び近距離無線通信用のアンテナ及びリーダ／ライタ
を含む通信モジュール１１２と、を有するスマートフォンやタブレットＰＣ等の情報処理
端末を想定している。但し、端末１１０は、ラップトップＰＣ等の他の情報処理機器であ
ってもよい。また、端末１１０は、タッチスクリーン１１１に代えて又はタッチスクリー
ン１１１とともに、入力部としての物理キー（ハードウェアキー）を有していてもよい。
【００５１】
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　端末１１０は、所定のアプリケーションをインストールすることで、所定のプロトコル
を用いてリモコン３０と近距離無線通信を行い、互いに信号の送受信を行うことが可能と
なる。本実施形態では、リモコン３０（より詳細には、後述する近距離無線通信部３４）
と端末１１０とが接近することにより、リモコン３０及び端末１１０間における近距離無
線通信が行われる。
【００５２】
　（１－１）室外ユニット１０
　室外ユニット１０は、室外（対象空間ＳＰ外）に設置される。室外ユニット１０は、主
として、冷媒回路を構成する要素として、複数の冷媒配管、圧縮機、四路切換弁、室外熱
交換器、膨張弁等の機器を有している（図示省略）。また、室外ユニット１０は、室外熱
交換器内の冷媒と熱交換させる空気流を生成する室外ファンを有している（図示省略）。
また、室外ユニット１０は、冷媒温度や外気温を検出する温度センサ等、所定の値を検出
するためのセンサ１２（図１０参照）を有している。
【００５３】
　また、室外ユニット１０は、圧縮機、四路切換弁、膨張弁、及び室外ファン等、室外ユ
ニット１０内のアクチュエータ１１（図１０参照）の動作を制御する室外ユニット制御部
１３を有している。室外ユニット制御部１３は、室外ユニット１０内に配置される基板に
実装されている。室外ユニット制御部１３は、ＣＰＵ（以下、「室外ユニットＣＰＵ１３
１」と記載）やメモリ（以下、「室外ユニット記憶部１３２」と記載）を含んでいる（図
９参照）。
【００５４】
　また、室外ユニット制御部１３は、他のユニット（室内ユニット２０、リモコン３０及
び集中リモコン４０等）と、通信を行うための通信モジュール（以下、「室外ユニット通
信部１３３」と記載）を含んでいる（図９参照）。室外ユニット制御部１３は、室外ユニ
ット通信部１３３において、各室内ユニット２０（より詳細には、後述する室内ユニット
制御部２３）と、通信線ｃｂ１（第１ネットワークＮＷ１）を介して、互いに信号の送受
信を行う。
【００５５】
　また、室外ユニット制御部１３は、室外ユニット通信部１３３において、通信線ｃｂ１
を介して広域ネットワーク１２０に接続されており、広域ネットワーク１２０に接続され
た機器（ここでは集中リモコン４０）と互いに通信可能に構成されている。なお、広域ネ
ットワーク１２０は、インターネット等のWAN（Wide Area Network）である。
【００５６】
　室外ユニット制御部１３には、第１ネットワークＮＷ１及び第２ネットワークＮＷ２に
おける通信に用いられる通信アドレスとして、室内ユニット２０（室内ユニット制御部２
３）又はリモコン３０（リモコン制御部３５）との通信において用いられるユニットアド
レスと、集中リモコン４０との通信において用いられる集中管理アドレスと、が割り当て
られている。ユニットアドレスは、工場出荷前に予め割り当てられる通信アドレス、又は
電源投入時に制御プログラムに基づき自動で割り当てられる通信アドレスである。集中管
理アドレスは、設置時やメンテナンス時に設定者により行われる初期設定時に割り当てら
れる通信アドレスである。
【００５７】
　（１－２）室内ユニット２０（空調室内機）
　図３は、施設１における各室内ユニット２０及び各リモコン３０の設置態様を概略的に
示した模式図である。図４は、対象空間ＳＰにおける室内ユニット２０及びリモコン３０
の設置態様を概略的に示した模式図である。
【００５８】
　本実施形態においては、第１室内ユニット２０ａ、第２室内ユニット２０ｂ、第３室内
ユニット２０ｃ、第４室内ユニット２０ｄ、第５室内ユニット２０ｅ、及び第６室内ユニ
ット２０ｆが、室内ユニット２０として施設１の対象空間ＳＰに設置されている。具体的
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には、図３に示すように、第１室内ユニット２０ａが対象空間ＳＰ１に設置されている。
また、第２室内ユニット２０ｂが対象空間ＳＰ２に、第３室内ユニット２０ｃが対象空間
ＳＰ３に、第４室内ユニット２０ｄが対象空間ＳＰ４に、第５室内ユニット２０ｅが対象
空間ＳＰ５に、第６室内ユニット２０ｆが対象空間ＳＰ６に、それぞれ設置されている。
【００５９】
　本実施形態において、各室内ユニット２０は、対象空間ＳＰの天井ＣＩに設置される天
井埋込型の空調室内機である。各室内ユニット２０は、対象空間ＳＰにおいて吸気口及び
排気口が天井ＣＩから露出するように設置されている。各室内ユニット２０は、主として
、冷媒回路を構成する要素として、複数の冷媒配管、室内熱交換器、及び開閉弁等の各種
弁を有している（図示省略）。また、各室内ユニット２０は、室内熱交換器内の冷媒と熱
交換させる空気流を生成する室内ファンを有している（図示省略）。
【００６０】
　また、各室内ユニット２０は、吸気口を介して流入する空気から塵埃を取り除くフィル
タ２０１を有している。また、各室内ユニット２０は、対象空間ＳＰの温度を検出する温
度センサ等、所定の値を検出するセンサ２２を有している。
【００６１】
　また、室内ユニット２０は、室内ユニット２０内のアクチュエータ２１（例えば室内フ
ァンや各種弁等、図１０参照）の動作を制御する室内ユニット制御部２３を有している。
室内ユニット制御部２３は、室内ユニット２０内に配置される基板に実装されている。室
内ユニット制御部２３は、ＣＰＵ（以下、「室内ユニットＣＰＵ２３１」と記載）やメモ
リ（以下、「室内ユニット記憶部２３２」と記載）を含んでいる（図９参照）。
【００６２】
　また、室内ユニット制御部２３は、他のユニット（室外ユニット１０、他の室内ユニッ
ト２０又は集中リモコン４０）と、通信を行うための通信モジュール（以下、「室内ユニ
ット第１通信部２３３」と記載）を含んでいる（図９参照）。室内ユニット制御部２３は
、室内ユニット第１通信部２３３において、室外ユニット１０（室外ユニット制御部１３
）及び他の室内ユニット２０（室内ユニット制御部２３）と、通信線ｃｂ１（第１ネット
ワークＮＷ１）を介して電気的に接続されており、互いに信号の送受信を行う。また、室
内ユニット制御部２３は、室内ユニット第１通信部２３３において、通信線ｃｂ１を介し
て広域ネットワーク１２０に接続されており、広域ネットワーク１２０に接続された機器
（例えば集中リモコン４０）と互いに信号の送受信を行う。
【００６３】
　また、室内ユニット制御部２３は、対応するリモコン３０と、通信を行うための通信モ
ジュール（以下、「室内ユニット第２通信部２３４」と記載）を含んでいる（図９参照）
。室内ユニット制御部２３は、室内ユニット第２通信部２３４において、対応するリモコ
ン３０と通信線ｃｂ２を介して電気的に接続されており、互いに信号の送受信を行う。
【００６４】
　室外ユニット制御部１３と同様、室内ユニット制御部２３には、室外ユニット１０（室
外ユニット制御部１３）又はリモコン３０（リモコン制御部３５）との通信において用い
られるユニットアドレスと、集中リモコン４０との通信において用いられる集中管理アド
レスと、が割り当てられている。
【００６５】
　（１－３）リモコン３０（リモートコントロール装置）
　図５から図８は、正面視（使用時）におけるリモコン３０の外観図である（図６から図
８においてはセンサ３３、近距離無線通信部３４、及びリモコン制御部３５を図示省略）
。
【００６６】
　本実施形態においては、第１リモコン３０ａ、第２リモコン３０ｂ、第３リモコン３０
ｃ、第４リモコン３０ｄ、第５リモコン３０ｅ、及び第６リモコン３０ｆが、リモコン３
０として施設１の対象空間ＳＰに設置されている。
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【００６７】
　各リモコン３０は、いずれかの室内ユニット２０と対応付けられており、対応する室内
ユニット２０と同一の対象空間ＳＰに設置されている。具体的に、第１リモコン３０ａは
、第１室内ユニット２０ａと対応付けられている。また、第２リモコン３０ｂは第２室内
ユニット２０ｂと、第３リモコン３０ｃは第３室内ユニット２０ｃと、第４リモコン３０
ｄは第４室内ユニット２０ｄと、第５リモコン３０ｅは第５室内ユニット２０ｅと、第６
リモコン３０ｆは第６室内ユニット２０ｆと、それぞれ対応付けられている。各リモコン
３０は、対象空間ＳＰの側壁ＳＷに、取付部材を介して固定されている。
【００６８】
　各リモコン３０は、いわゆる有線式のリモートコントロール装置であって、通信線ｃｂ
２を介して、対応する室内ユニット２０（室内ユニット制御部２３）と電気的に接続され
ている。
【００６９】
　各リモコン３０は、各種設定に係るコマンドを、空調システム１００に入力するための
コマンド入力装置として機能する。また、各リモコン３０は、各種情報を表示する表示装
置として機能する。また、各リモコン３０は、端末１１０を介したコマンド入力を行う際
に、端末１１０から送信されたコマンドを受信するためのコマンド受信装置として機能す
る。また、各リモコン３０は、要求されるデータを端末１１０に対して送信するデータ送
信装置として機能する。
【００７０】
　各リモコン３０は、対応する室内ユニット２０又は自己の各種設定に係るコマンドを入
力される。リモコン３０に入力されるコマンドによって行われる各種設定には、例えば、
設定温度、運転モード、設定風量、設定風向、及び運転スケジュールの設定等の動作設定
や、設置時やメンテナンス時において設定される初期設定、リモコン表示部３２における
表示態様の設定、及びリモコン３０から端末１１０に対するデータ送信に係る設定等が含
まれる。
【００７１】
　各リモコン３０は、主として、入力手段としてのリモコン入力部３１と、表示手段とし
てのリモコン表示部３２と、センサ３３と、近距離無線通信部３４と、リモコン３０内の
各部の動作を制御するリモコン制御部３５と、を有している。
【００７２】
　また、各リモコン３０は、図示しない電源ケーブルを介して、対応する室内ユニット２
０に含まれる電源部（図示省略）に電気的に接続されており、当該電源部から電源供給さ
れている。なお、各リモコン３０への電源供給の態様については、必ずしもこれに限定さ
れず、適宜変更が可能である。例えば、各リモコン３０は、図示しない電源ケーブルを介
して、他の電源部（例えば、商用電源等）から電源供給を受けてもよいし、独立した電源
部（例えば、二次電池等）を有していてもよい。
【００７３】
　（１－３－１）リモコン入力部３１
　リモコン入力部３１は、複数の物理キー３１１を含んでいる。物理キー３１１は、ユー
ザが押下することによりコマンドを入力するプッシュ式ボタンである。物理キー３１１は
、機能が固定的に割り当てられた固定キー、又は割り当てられる機能が状況に応じて変動
するファンクションキーである。各物理キー３１１は、リモコン制御部３５と電気的に接
続されており、押下されると所定の入力信号をリモコン制御部３５に出力する。
【００７４】
　（１－３－２）リモコン表示部３２
　リモコン表示部３２は、フルドットマトリクス液晶表示パネルと、ＬＥＤバックライト
と、を含んでいる。リモコン表示部３２は、供給される駆動電圧に応じてバックライトの
輝度を段階的に切り換えられる。
【００７５】
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　リモコン表示部３２は、リモコン制御部３５によって動作を制御される。具体的にリモ
コン表示部３２は、所定の駆動電圧を供給されることで所定の輝度でバックライトを点灯
又は点滅させるとともに、所定の領域において所定の画像を表示する。また、リモコン表
示部３２は、駆動電圧の供給を停止されることで、表示を停止する。
【００７６】
　リモコン表示部３２においては、状況に応じて、各種情報が表示される。例えば、リモ
コン表示部３２において表示される各種情報には、操作者や利用者等の視認者に対して利
便的な案内情報、設置環境の状況に関する設置環境情報、空調システム１００の保守や異
常等に関して報知を要する報知情報、対応する室内ユニット２０の運転状態を示す運転情
報、コマンド入力に対応して設定可能な設定項目を示す設定項目情報、リモコン３０が第
１ネットワークＮＷ１又は第２ネットワークＮＷ２を介して通信を行っている場合に通信
中であることを示す通信状況通知情報が含まれる。
【００７７】
　図５では、リモコン表示部３２において、対応する室内ユニット２０が設置されている
対象空間を特定するテキスト情報「第１会議室」、及び現在時刻を示すテキスト情報「１
１：０９」が、案内情報として表示される様子が示されている（二点鎖線Ｄ１で示す領域
を参照）。
【００７８】
　また、図５では、リモコン表示部３２において、対応する室内ユニット２０が設置され
る対象空間ＳＰ内の温度（室温）を示すテキスト情報「室温２８（℃）」、及び室外の温
度（外気温の状態）を示すテキスト情報「外気温３０（℃）」が、設置環境情報として表
示される様子が示されている（二点鎖線Ｄ２で示す領域を参照）。
【００７９】
　また、図５では、リモコン表示部３２において、対応する室内ユニット２０のフィルタ
２０１のメンテナンスを促すテキスト情報「フィルタサイン」が報知情報として表示され
る様子が示されている（二点鎖線Ｄ３で示す領域を参照）。
【００８０】
　また、図５では、リモコン表示部３２において、対応する室内ユニット２０に関し、設
定されている設定風量のレベルを示す図形情報、設定風向の状態を示す図形情報、運転モ
ードを示すテキスト情報「冷房」、及び設定温度の値を示すテキスト情報「設定温度２６
（℃）」が、運転情報として表示される様子が示されている（二点鎖線Ｄ４で示す領域を
参照）。
【００８１】
　また、図５では、リモコン表示部３２において、対応する室内ユニット２０に関し、複
数（ここでは４つ）の設定項目情報、具体的には、設定温度（「温度」）、運転モード（
「モード」）、設定風量（「風量」）、及び設定風向（「風向」）が、水平方向に並べて
表示されている（二点鎖線Ｄ５で示す領域を参照）。
【００８２】
　また、図６では、リモコン表示部３２において、リモコン３０が第１ネットワークＮＷ
１又は第２ネットワークＮＷ２を介して通信を行っている場合に通信中であることを示す
テキスト情報「通信中　しばらくお待ちください。」が、通信状況通知情報として表示さ
れる様子が示されている（二点鎖線Ｄ４で示す領域を参照）。
【００８３】
　また、リモコン表示部３２において表示される各種情報の表示態様（例えば、表示言語
、表示サイズ、表示色、輝度、及び表示図形等）は、リモコン制御部３５において、新た
な表示データの設定（表示態様設定）を行うことで、適宜変更が可能である。例えば、図
７では、リモコン表示部３２における表示言語として英語が選択され、図５において表示
されていた各テキスト情報が英語表示されるとともに摂氏表示されていた温度情報が華氏
表示される様子が示されている。また、例えば、図８では、各設定項目情報が図形（アイ
コン）で表示される例が示されている（二点鎖線Ｄ５で示す領域を参照）。
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【００８４】
　（１－３－３）センサ３３
　リモコン３０が有するセンサ３３には、室温を検出するためのサーミスタ等の温度セン
サが含まれている。センサ３３は、リモコン制御部３５と電気的に接続されており、検出
値に相当する信号をリモコン制御部３５に対して出力する。
【００８５】
　（１－３－４）近距離無線通信部３４
　近距離無線通信部３４は、端末１１０と近距離無線通信を行うための機能部である。な
お、リモコン３０においては、視認者がリモコン３０に内蔵されている近距離無線通信部
３４の位置を把握しやすいように、正面視（設置時）において通信回路３４１と重畳する
位置に、近距離無線通信部３４の位置を示すマーク又はテキストが印字されたラベル３４
ａが貼り付けられている。なお、係るラベル３４ａについては、適宜省略若しくは変更が
可能である。
【００８６】
　近距離無線通信部３４は、端末１１０と近距離線通信用のアンテナやリーダ／ライタを
含む通信回路３４１を含んでいる（図９参照）。近距離無線通信部３４は、通信回路３４
１を介して端末１１０から信号（コマンド）を受信する、又は端末１１０に対して信号（
送信データ）を送信する。
【００８７】
　また、近距離無線通信部３４は、通信回路３４１における受信信号（受信コマンド）、
又は送信信号（送信データ）を記憶するメモリ（以下、「ユニット記憶部３４２」と記載
）を含んでいる（図９参照）。通信回路３４１は、端末１１０の通信モジュール１１２に
接近されることで、磁界を発生させ端末１１０の通信モジュール１１２内のアンテナに誘
導電流を生じさせる。これにより、第３ネットワークＮＷ３が形成され、近距離無線通信
部３４及び端末１１０間において近距離無線通信による信号の送受信が可能となる。
【００８８】
　また、近距離無線通信部３４は、通信回路３４１において受信コマンドを受信した際、
又は端末１１０に対して送信データを送信する際に、所定の処理を実行するＣＰＵ（以下
、「ユニットＣＰＵ３４３」と記載）を含んでいる（図９参照）。
【００８９】
　ユニットＣＰＵ３４３（特許請求の範囲記載の「処理部」に相当）は、第１処理モード
及び第２処理モードを含む複数の処理モードを有している。ユニットＣＰＵ３４３は、図
示しないプログラム記憶部に記憶されている制御プログラムに沿って、状況に応じた処理
モードに遷移し所定の処理を実行する。
【００９０】
　ユニットＣＰＵ３４３は、第１処理モードにおいては、通信回路３４１における受信コ
マンドを、ユニット記憶部３４２（特許請求の範囲記載の「入力コマンド記憶部」に相当
）に格納する処理（以下、「第１処理」と記載）を実行する。
【００９１】
　また、ユニットＣＰＵ３４３は、第２処理モードにおいては、通信回路３４１における
受信コマンドを、ユニット記憶部３４２に格納することなく、リモコン制御部３５に対し
て出力する処理（以下、「第２処理」と記載）を実行する。
【００９２】
　ユニットＣＰＵ３４３は、電源供給されていない状態においてコマンドを受信した際に
は第１処理モードに遷移して第１処理を実行し、電源供給されている状態においてコマン
ドを受信した際には第２処理モードに遷移して第２処理を実行する。
【００９３】
　なお、近距離無線通信部３４は、受電モジュール（図示省略）を有しており、電源供給
されていない状態において、給電モジュールを有する端末１１０に接近されると、ワイア
レス給電される。すなわち、近距離無線通信部３４は、電源供給されていない状態におい
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て、端末１１０に接近されると電源供給されて近距離無線通信を行うことが可能な状態と
なる。
【００９４】
　（１－３－５）リモコン制御部３５
　リモコン制御部３５は、メモリ（リモコン記憶部３５１）やＣＰＵ（リモコンＣＰＵ３
５２）等で構成されるマイクロコンピュータを含んでいる（図９参照）。リモコン制御部
３５は、近距離無線通信部３４と共通のプリント基板に実装されており、配線３６を介し
て近距離無線通信部３４と電気的に接続されている。また、リモコン制御部３５は、図示
しない配線を介してセンサ３３と電気的に接続されている。
【００９５】
　また、リモコン制御部３５は、第２ネットワークＮＷ２を介して他のユニットと、通信
を行うための通信モジュール（リモコン通信部３５３）を含んでいる（図９参照）。室内
ユニット制御部２３は、リモコン通信部３５３において、対応する室内ユニット２０（室
内ユニット制御部２３）と、通信線ｃｂ２を介して電気的に接続されており、互いに信号
の送受信を行う。
【００９６】
　リモコン制御部３５には、室外ユニット１０（室外ユニット制御部１３）又は室内ユニ
ット２０（室内ユニット制御部２３）との通信において用いられるユニットアドレスと、
集中リモコン４０との通信において用いられる集中管理アドレスと、が割り当てられてい
る。
【００９７】
　（１－４）集中リモコン４０（集中リモートコントローラ）
　集中リモコン４０は、空調システム１００の動作を統括的に制御するユニットである。
ユーザは、集中リモコン４０にコマンドを入力することで、室外ユニット１０、所望の室
内ユニット２０、又は所望のリモコン３０の動作を適宜制御可能である。
【００９８】
　集中リモコン４０は、ＣＰＵやメモリ等を含むコンピュータ、入力手段、及び各ユニッ
トとの通信手段を有する（図示省略）。集中リモコン４０は、例えば、対象空間ＳＰから
離れた遠隔地に配置されている。集中リモコン４０は、通信線ｃｂ３を介して広域ネット
ワーク１２０に接続されている。集中リモコン４０は、広域ネットワーク１２０を介して
、室外ユニット１０（室外ユニット制御部１３）、各室内ユニット２０（室内ユニット制
御部２３）及び各リモコン３０（リモコン制御部３５）と、集中管理アドレスを用いて通
信を行う。
【００９９】
　（２）空調システム１００において構築されるネットワーク
　図９は、空調システム１００において構築される通信ネットワークと、室外ユニット制
御部１３、各室内ユニット制御部２３、各リモコン制御部３５及び各近距離無線通信部３
４に含まれる機能部と、を模式的に示したブロック図である。
【０１００】
　空調システム１００では、室外ユニット（室外ユニット制御部１３）及び各室内ユニッ
ト２０（室内ユニット制御部２３）間における信号の伝送路として機能する第１ネットワ
ークＮＷ１が構築されている。また、空調システム１００では、各リモコン３０（リモコ
ン制御部３５）、及び対応する室内ユニット２０（室内ユニット制御部２３）間における
信号の伝送路として機能する複数の第２ネットワークＮＷ２が構築されている。また、空
調システム１００では、各リモコン３０（リモコン制御部３５）、及び端末１１０間にお
ける信号の伝送路として機能する複数の第３ネットワークＮＷ３が構築されている。
【０１０１】
　第１ネットワークＮＷ１は、室外ユニット制御部１３（室外ユニット通信部１３３）が
一の室内ユニット２０（ここでは第１室内ユニット２０ａ）の室内ユニット制御部２３（
室内ユニット第１通信部２３３）と通信線ｃｂ１で接続されるとともに、各室内ユニット
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２０の室内ユニット制御部２３（室内ユニット第１通信部２３３）が他の室内ユニット２
０の室内ユニット制御部２３（室内ユニット第１通信部２３３）と通信線ｃｂ１で接続さ
れることで構築されている。また、第１ネットワークＮＷ１は、広域ネットワーク１２０
を介して集中リモコン４０と接続されており、室外ユニット制御部１３及び各室内ユニッ
ト２０（室内ユニット制御部２３と、集中リモコン４０との間における信号の伝送路とし
ても機能する。
【０１０２】
　第２ネットワークＮＷ２は、各リモコン３０のリモコン通信部３５３と、対応する室内
ユニット２０の室内ユニット第２通信部２３４と、が通信線ｃｂ２で接続されることで構
築されている。
【０１０３】
　第３ネットワークＮＷ３は、各リモコン３０の近距離無線通信部３４（通信回路３４１
）と、端末１１０の通信モジュール１１２と、が接近することで構築される。
【０１０４】
　（３）コントローラ５０
　図１０は、コントローラ５０、及びコントローラ５０に接続される各部を模式的に示し
たブロック図である。図１１は、コントローラ５０に含まれる各機能部を模式的に示した
ブロック図である。
【０１０５】
　コントローラ５０は、室外ユニット制御部１３、各室内ユニット２０の室内ユニット制
御部２３、各リモコン３０のリモコン制御部３５、及び集中リモコン４０が、通信ネット
ワーク（ＮＷ１、ＮＷ２、１２０）を介して接続されることで構成されるコンピュータで
ある。
【０１０６】
　コントローラ５０は、室外ユニット１０内のアクチュエータ１１及び各種センサ１２と
、各室内ユニット２０内のアクチュエータ２１及びセンサ２２と、各リモコン３０内のリ
モコン入力部３１、リモコン表示部３２、センサ３３、及び近距離無線通信部３４と、イ
ンターフェース（図示省略）を介して電気的に接続されている。
【０１０７】
　コントローラ５０は、主として、記憶部５１、コマンド取得部５２、検出値取得部５３
、運転スケジュール制御部５４、アクチュエータ制御部５５、使用センサ管理部５６、ア
ドレス管理部５７、現地情報管理部５８、報知管理部５９、時刻管理部６０、運転履歴管
理部６１、表示データ生成部６２、送信データ生成部６３、及び出力制御部６４等の機能
部を含んでいる。
【０１０８】
　（３－１）記憶部５１
　記憶部５１は、室外ユニット制御部１３、各室内ユニット制御部２３、各リモコン制御
部３５、及び集中リモコン４０に含まれるＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリ等のメモリ
によって構成されている。記憶部５１は、複数の記憶領域を含み、各記憶領域において所
定の情報を記憶している。具体的に、記憶部５１は、プログラム記憶領域５１１と、コマ
ンド記憶領域５１２と、状態記憶領域５１３と、運転スケジュール記憶領域５１４と、運
転履歴記憶領域５１５と、アドレス記憶領域５１６と、現地情報記憶領域５１７と、報知
タイミング記憶領域５１８と、運転時間記憶領域５１９と、フィルタサインフラグ５２０
と、時刻記憶領域５２１と、表示データ記憶領域５２２と、送信データ記憶領域５２３と
、使用センサ判別フラグ５２４と、を有している。
【０１０９】
　プログラム記憶領域５１１には、リモコン制御部３５の各部において実行される各種処
理を定義した制御プログラムが記憶されている。制御プログラムは、適宜更新が可能であ
る。
【０１１０】



(17) JP 2017-146065 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

　コマンド記憶領域５１２には、リモコン３０において入力されたコマンドが記憶されて
いる。例えば、コマンド記憶領域５１２には、リモコン入力部３１を介して入力されたコ
マンドが記憶されている。また、コマンド記憶領域５１２には、近距離無線通信部３４に
おいて受信した受信コマンドが記憶されている。
【０１１１】
　状態記憶領域５１３には、空調システム１００の運転状態（例えば各室内ユニット２０
の運転モード、設定温度、設定風量、及び設定風向等）に係る情報が記憶されている。ま
た、状態記憶領域５１３には、各種センサ（１２、２２、３３）の検出値に係る情報が記
憶されている。
【０１１２】
　運転スケジュール記憶領域５１４には、空調システム１００の運転スケジュール（例え
ば各室内ユニット２０の運転日時）を識別する運転スケジュールテーブルＴＢ１（図１２
参照）が記憶されている。運転スケジュールテーブルＴＢ１は、運転スケジュール制御部
５４によって生成又は更新される。
【０１１３】
　運転履歴記憶領域５１５には、空調システム１００の運転履歴（過去の運転状態）に係
る情報（運転履歴情報）が記憶されている。運転履歴情報は、空調システム１００の各ユ
ニット（特に各室内ユニット２０）の過去の運転状態（例えば時間毎の、発停状態、運転
モード、設定温度、設定風向、圧縮機の回転数、膨張弁の開度、冷媒の過熱度、及び冷媒
の過冷却度等）を個別に特定可能な情報である。運手履歴情報は、運転履歴管理部６１に
よって生成される。
【０１１４】
　アドレス記憶領域５１６には、空調システム１００に含まれる各ユニットに割り振られ
た通信アドレス（ユニットアドレス及び集中管理アドレス）を識別するアドレステーブル
ＴＢ２（図１３参照）が記憶されている。アドレステーブルＴＢ２は、アドレス管理部５
７によって生成又は更新される。
【０１１５】
　現地情報記憶領域５１７には、各室内ユニット２０の設置場所（対象空間ＳＰ）に関す
る現地情報を特定する現地情報テーブルＴＢ３（図１４参照）が記憶されている。現地情
報テーブルＴＢ３は、現地情報管理部５８によって、生成又は更新される。
【０１１６】
　報知タイミング記憶領域５１８には、各リモコン３０のリモコン表示部３２においてフ
ィルタ２０１のメンテナンスを促すテキスト情報「フィルタサイン」を、報知情報として
表示するタイミングを特定するための情報（報知タイミング情報）が記憶されている。報
知タイミング情報は、報知管理部５９によって生成又は更新される。本実施形態において
は、室内ユニット２０の運転時間が所定時間（例えば１０００時間）を経過する毎に対応
するリモコン表示部３２において「フィルタサイン」が報知情報として表示されるように
、報知タイミング情報が定義されている。
【０１１７】
　運転時間記憶領域５１９には、室内ユニット２０毎の運転時間を特定する情報（運転時
間特定情報）が記憶されている。
【０１１８】
　フィルタサインフラグ５２０は、特定のリモコン３０のリモコン表示部３２においてフ
ィルタ２０１のメンテナンスを促すテキスト情報「フィルタサイン」を、報知情報として
表示するか否かを判別するフラグである。フィルタサインフラグ５２０は、対応する室内
ユニット２０及びリモコン３０の組の数に対応するビット数を含んでおり、報知管理部５
９によって対応するビットを立てられる又はクリアされる。
【０１１９】
　時刻記憶領域５２１には、現在時刻を特定する情報（時刻情報）が記憶されている。時
刻情報は、時刻管理部６０によって生成又は更新される。
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【０１２０】
　表示データ記憶領域５２２には、表示データ生成部６２によって生成された表示データ
が記憶されている。
【０１２１】
　送信データ記憶領域５２３には、送信データ生成部６３によって生成された送信データ
が記憶されている。なお、送信データ記憶領域５２３は、各リモコン制御部３５のリモコ
ン記憶部３５１に設けられている。すなわち、空調システム１００において各リモコン３
０のリモコン記憶部３５１は、特許請求の範囲記載の「送信データ記憶部」に相当する。
【０１２２】
　使用センサ判別フラグ５２４には、対応する各組の室内ユニット２０及びリモコン３０
において、リモコン表示部３２に表示する室温に関して、センサ２２及びセンサ３３のい
ずれの検出値を使用するかを判別するためのフラグである。使用センサ判別フラグ５２４
は、対応する室内ユニット２０及びリモコン３０の組の数に対応するビット数を含んでお
り、使用センサ管理部５６によって対応するビットを立てられる或いはクリアされる。
【０１２３】
　（３－２）コマンド取得部５２
　コマンド取得部５２は、近距離無線通信部３４が近距離無線通信によって受信した受信
コマンドを取得する機能部である。コマンド取得部５２は、近距離無線通信部３４から受
信コマンドを出力されると、これを取得してコマンド記憶領域５１２に格納する。また、
コマンド取得部５２は、近距離無線通信部３４内のユニット記憶部３４２において新たな
受信コマンドが格納されると、これを取得してコマンド記憶領域５１２に格納する。
【０１２４】
　（３－３）検出値取得部５３
　検出値取得部５３は、各種センサ（１２、２２、２３）から検出値を出力されると、こ
れを取得して状態記憶領域５１３に格納する。
【０１２５】
　（３－４）運転スケジュール制御部５４
　運転スケジュール制御部５４は、コマンド記憶領域５１２において運転スケジュールに
係るコマンド（スケジュール設定コマンド）が新たに格納されると、当該コマンドに基づ
き、運転スケジュールテーブルＴＢ１を生成又は更新する。運転スケジュール制御部５４
は、生成又は更新した運転スケジュールテーブルＴＢ１を、運転スケジュール記憶領域５
１４に格納する。
【０１２６】
　図１２は、運転スケジュールテーブルＴＢ１の一例を示した模式図である。運転スケジ
ュールテーブルＴＢ１は、各室内ユニット２０の運転スケジュールが登録されている。本
実施形態では、各時間帯における運転状態を定義する行において、それぞれの室内ユニッ
ト２０に関する発停状況及び／又は運転種別を特定する情報等が、運転スケジュールとし
て登録されている。
【０１２７】
　図１２に示す運転スケジュールテーブルＴＢ１では、２２：００－８：００の時間にお
いて第１室内ユニット２０ａ―第５室内ユニット２０ｅが停止するとともに第６室内ユニ
ット２０ｆが冷房運転を行うように、２２：００－７：００のそれぞれの運転状態を定義
する各行において、第１室内ユニット２０ａ―第５室内ユニット２０ｅに関して発停状況
を特定する情報（「停止」）が登録され、第６室内ユニット２０ｆに関して発停状況及び
運転種別を特定する情報（「冷房運転」）が登録された様子が示されている。
【０１２８】
　また、図１２に示す運転スケジュールテーブルＴＢ１では、８：００－２２：００の時
間において第１室内ユニット２０ａ―第６室内ユニット２０ｆが冷房運転を行うように、
８：００－２１：００のそれぞれの運転状態を定義する各行において、第１室内ユニット
２０ａ―第６室内ユニット２０ｆに関して発停状況及び運転種別を特定する情報（「冷房
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運転」）が登録された様子が示されている。
【０１２９】
　（３－５）アクチュエータ制御部５５
　アクチュエータ制御部５５は、記憶部５１に記憶されている各種情報（例えば、コマン
ド記憶領域５１２において記憶されているコマンド、状態記憶領域５１３に記憶されてい
る情報、運転スケジュール記憶領域５１４に記憶されている運転スケジュールテーブルＴ
Ｂ１、及び／又は現地情報記憶領域５１７に記憶されている現地情報等）に基づき、状況
に応じて各種アクチュエータ（１１、２１）に信号を送信して動作を制御する。
【０１３０】
　（３－６）使用センサ管理部５６
　使用センサ管理部５６は、コマンド記憶領域５１２に記憶されている所定のコマンド（
使用センサ選択コマンド）に基づき、使用センサ判別フラグ５２４において対応するビッ
トを立てる、又はクリアする。
【０１３１】
　（３－７）アドレス管理部５７
　アドレス管理部５７は、コマンド記憶領域５１２に記憶されている所定のコマンド（使
用センサ選択コマンド）に基づき、アドレステーブルＴＢ２を生成又は更新する。アドレ
ス管理部５７は、生成したアドレステーブルＴＢ２をアドレス記憶領域５１６に格納する
。
【０１３２】
　図１３は、アドレステーブルＴＢ２の一例を示した模式図である。アドレステーブルＴ
Ｂ２には、空調システム１００に含まれる各ユニット（室外ユニット１０、各室内ユニッ
ト２０、各リモコン３０、及び集中リモコン４０）に割り当てられているユニットアドレ
スを特定する情報、集中管理アドレスを特定する情報、及び各ユニットを一意に識別する
情報（ユニット識別情報）が登録されている。
【０１３３】
　図１３に示すアドレステーブルＴＢ２では、それぞれのユニットを定義する各行におい
て、ユニットアドレスを特定する変数「ユニットアドレス」の値が登録され、集中管理ア
ドレスを特定する変数「集中管理アドレス」の値が登録され、ユニット識別情報を特定す
る変数「識別情報」の値が登録されている。例えば、図１３に示すアドレステーブルＴＢ
２では、第１リモコン３０ａに割り当てられているユニットアドレスが「１２１」であり
集中管理アドレスが「１０２１」でありユニット識別情報が「Ｃ１」であることを特定す
るべく、室外ユニット１０を定義する行において、変数「ユニットアドレス」の値として
「１２１」が登録され、変数「集中管理アドレス」の値として「１０２１」が登録され、
変数「識別情報」の値として「Ｃ１」が登録された様子が示されている。
【０１３４】
　（３－８）現地情報管理部５８
　現地情報管理部５８は、コマンド記憶領域５１２に記憶されている所定のコマンド（現
地情報設定コマンド）に基づき、現地情報テーブルＴＢ３を生成又は更新する。現地情報
管理部５８は、生成した現地情報テーブルＴＢ３を現地情報記憶領域５１７に格納する。
現地情報テーブルＴＢ３は、各室内ユニット２０の設置場所に関する情報（現地情報）で
あり、例えば、対象空間ＳＰの天井高、広さ、所在階、又は識別名称等を特定するための
情報である。
【０１３５】
　図１４は、現地情報テーブルＴＢ３の一例を示した模式図である。現地情報テーブルＴ
Ｂ３では、それぞれの室内ユニット２０を定義する各行において、設置場所を特定する情
報、設置場所の識別名称、天井高、広さ、及び所在階等が登録されている。例えば、図１
４に示す現地情報テーブルＴＢ３では、第１室内ユニット２０ａの現地情報を定義する行
において、設置場所を特定する情報「ＳＰ１」、設置場所の識別名称「第１会議室」、設
置場所の天井高「２．７ｍ」、設置場所の広さ「５６ｍ２」、及び設置場所の所在階「１
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１Ｆ」等が登録された様子が示されている。
【０１３６】
　（３－９）報知管理部５９
　報知管理部５９は、コマンド記憶領域５１２に記憶されている所定のコマンド（フィル
タサイン報知設定コマンド）に基づき、報知タイミング情報を生成又は更新し、報知タイ
ミング記憶領域５１８に格納する。
【０１３７】
　また、報知管理部５９は、各室内ユニット２０の運転時間を計測するカウンタを含んで
おり、運転時間記憶領域５１９に記憶されている運転時間特定情報を適宜更新する。
【０１３８】
　また、報知管理部５９は、各室内ユニット２０に関し、施工後又はメンテナンス後にお
いて運転時間が、報知タイミング記憶領域５１８に記憶されている報知タイミング情報に
よって特定される時間を越えた場合には、フィルタサインフラグ５２０の対応するビット
を立てる。なお、室内ユニット２０に関し、施工後又はメンテナンス後において運転時間
が、報知タイミング記憶領域５１８に記憶されている報知タイミング情報によって特定さ
れる時間を越える場合とは、係る室内ユニット２０のフィルタ２０１に関しメンテナンス
時期が到来したと推定される場合に相当する。
【０１３９】
　（３－１０）時刻管理部６０
　時刻管理部６０は、時間を計測するカウンタを含む機能部である。時刻管理部６０は、
コマンド記憶領域５１２において時刻の設定に係るコマンド（時刻設定コマンド）が新た
に格納されると、当該コマンドに基づき時刻情報を生成し、時刻記憶領域５２１に格納す
る。時刻管理部６０は、継続的に時間を計測し、計測した時間に基づき時刻記憶領域５２
１に記憶されている時刻情報を適宜更新する。
【０１４０】
　（３－１１）運転履歴管理部６１
　運転履歴管理部６１は、記憶部５１に記憶されている各種情報（例えば、コマンド記憶
領域５１２において記憶されているコマンド、状態記憶領域５１３に記憶されている各情
報、運転スケジュール記憶領域５１４に記憶されている運転スケジュールテーブルＴＢ１
、及び／又は時刻記憶領域５２１に記憶されている時刻情報等）に基づき、状況に応じて
、運転履歴情報を生成する。運転履歴管理部６１は、生成した運転履歴情報を運転履歴記
憶領域５１５に格納する。
【０１４１】
　（３－１２）表示データ生成部６２
　表示データ生成部６２は、記憶部５１に記憶されている各種情報（例えば、コマンド記
憶領域５１２において記憶されているコマンド、状態記憶領域５１３に記憶されている情
報、運転スケジュール記憶領域５１４に記憶されている運転スケジュールテーブルＴＢ１
、運転履歴記憶領域５１５に記憶されている運転履歴情報、現地情報記憶領域５１７に記
憶されている現地情報テーブルＴＢ３、運転時間記憶領域５１９に記憶されている運転時
間特定情報、フィルタサインフラグ５２０の状態、及び／又は時刻記憶領域５２１に記憶
されている時刻情報等）に基づき、状況に応じて、各リモコン３０のリモコン表示部３２
において表示させる情報に係るデータ（表示データ）を生成する。表示データ生成部６２
は、生成した表示データを表示データ記憶領域５２２に格納する。
【０１４２】
　例えば、表示データ生成部６２は、フィルタサインフラグ５２０のいずれかのビットが
立てられた場合には、当該ビットに対応する室内ユニット２０のフィルタ２０１のメンテ
ナンスを促すテキスト情報「フィルタサイン」（図５参照）が対応するリモコン表示部３
２において報知情報として表示されるべく、所定の表示データを生成する。
【０１４３】
　また、例えば、表示データ生成部６２は、時刻記憶領域５２１に記憶されている時刻情



(21) JP 2017-146065 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

報が更新された場合には、当該時刻情報が各リモコン３０のリモコン表示部３２において
案内情報として表示されるべく、所定の表示データを生成する。
【０１４４】
　また、例えば、表示データ生成部６２は、対応するリモコン３０が第１ネットワークＮ
Ｗ１又は第２ネットワークＮＷ２を介して通信を行っている場合には、当該リモコン３０
のリモコン表示部３２において通信状況通知情報（図６参照）が表示されるべく、所定の
表示データを生成する。
【０１４５】
　（３－１３）送信データ生成部６３
　送信データ生成部６３は、コマンド記憶領域５１２においてデータ送信の要求に係るコ
マンド（データ送信要求コマンド）が新たに格納されると、当該コマンドにおいて要求さ
れるデータ（送信データ）を生成する。送信データ生成部６３は、記憶部５１に記憶され
ている各種情報（例えば、コマンド記憶領域５１２において記憶されているコマンド、状
態記憶領域５１３に記憶されている各情報、運転スケジュール記憶領域５１４に記憶され
ている運転スケジュールテーブルＴＢ１、運転履歴記憶領域５１５に記憶されている運転
履歴情報、現地情報記憶領域５１７に記憶されている現地情報テーブルＴＢ３、及び／又
は運転時間記憶領域５１９に記憶されている運転時間特定情報等）に沿って、送信データ
を生成する。送信データ生成部６３は、生成した送信データを送信データ記憶領域５２３
に格納する。
【０１４６】
　また、送信データ生成部６３は、コマンド記憶領域５１２においてデータ送信要求コマ
ンドが新たに格納されない場合においても、定期的に（例えば１週間毎に）、当該コマン
ドにおいて要求されうる各データを生成しておき、送信データ記憶領域５２３に格納する
。これにより、ユーザによってデータ送信要求コマンドを入力された場合に、データの生
成及び送信に係る時間が抑制されるようになっている。
【０１４７】
　（３－１４）出力制御部６４
　出力制御部６４は、状況に応じて、各部に所定のデータを出力する。例えば、出力制御
部６４は、表示データ記憶領域５２２に新たな表示データが格納されると、当該表示デー
タが対応するリモコン３０において表示されるように、当該リモコン３０（リモコン表示
部３２）に対して対応する駆動信号を出力する。
【０１４８】
　また、出力制御部６４は、送信データ記憶領域５２３に新たな送信データが格納される
と、データ送信要求コマンドの送信元の端末１１０に対して当該送信データが送信される
ように、当該送信データを対応する近距離無線通信部３４に対して出力する。
【０１４９】
　なお、上述のように、本実施形態において、送信データ記憶領域５２３は、各リモコン
制御部３５のリモコン記憶部３５１に設けられているため、ユーザがデータ送信要求コマ
ンドを入力した場合に、リモコン記憶部３５１内に所望の送信データが既に存在する時に
は送信データの取得に係る時間（伝送時間）が抑制されるようになっている。
【０１５０】
　（４）空調システム１００に入力されるコマンド
　空調システム１００においては、操作者によって各種設定に係るコマンドを入力される
。操作者は、リモコン３０のリモコン入力部３１に所望のコマンドを入力することにより
、又は端末１１０に入力したコマンドを端末１１０からリモコン３０の通信回路３４１に
送信させることにより、コマンドを入力する。
【０１５１】
　具体的に、空調システム１００において、入力されるコマンドは、例えば、運転状態切
換コマンド、現地情報登録設定コマンド、スケジュール設定コマンド、集中アドレス設定
コマンド、時刻設定コマンド、使用センサ選択コマンド、フィルタサイン報知設定コマン
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ド、表示態様設定コマンド、及びデータ送信要求コマンド等である。なお、これらの各コ
マンドのうち、現地情報登録設定コマンド、スケジュール設定コマンド、集中アドレス設
定コマンド、時刻設定コマンド、使用センサ選択コマンド、フィルタサイン報知設定コマ
ンド、及び表示態様設定コマンド、は、主として、初期設定が行われる際に入力される（
但し、初期設定が行われる場合以外の場合にも入力されうる）ため、特許請求の範囲記載
の「初期設定コマンド」に相当する。
【０１５２】
　運転状態切換コマンドは、空調システム１００（特に室外ユニット１０及び室内ユニッ
ト２０）の運転状態を切り換えるための各種設定項目の切換えに係るコマンドである。例
えば、運転状態切換コマンドは、各室内ユニット２０の運転モード、設定温度、設定風量
、設定風向、タイマー設定等の設定項目を切り換えるためのコマンドである。
【０１５３】
　現地情報登録設定コマンドは、各室内ユニット２０の設置場所に関する現地情報の登録
（現地情報テーブルＴＢ３の生成又は更新）に係るコマンドである。
【０１５４】
　スケジュール設定コマンドは、空調システム１００の運転スケジュールの設定（すなわ
ち、運転スケジュールテーブルＴＢ１の設定）に係るコマンドである。
【０１５５】
　集中アドレス設定コマンドは、空調システム１００の各ユニットの集中管理アドレスの
設定（すなわち、アドレステーブルＴＢ２の設定）に係るコマンドである。具体的に、集
中アドレス設定コマンドは、例えば１回の入力に応じて、特定のユニットの集中管理アド
レスを増加させる／低下させるコマンドである。また、集中アドレス設定コマンドは、例
えば１回の入力に応じて、特定の複数のユニットの集中管理アドレスを一括に設定するコ
マンドである。
【０１５６】
　時刻設定コマンドは、各リモコン３０において案内情報として表示される時刻の設定（
すなわち、空調システム１００が保持する時刻情報の設定）に係るコマンドである。
【０１５７】
　使用センサ選択コマンドは、対応する室内ユニット２０及びリモコン３０においてリモ
コン３０に表示する室温に関して、室内ユニット２０内蔵のセンサ２２、及びリモコン３
０内蔵のセンサ３３のいずれの検出値を使用するかの設定に係るコマンド（使用センサ判
別フラグ５２４の切換え設定に係るコマンド）である。
【０１５８】
　フィルタサイン報知設定コマンドは、各リモコン３０においてフィルタ２０１のメンテ
ナンスを促すテキスト情報「フィルタサイン」を、報知情報として表示するタイミングの
設定（すなわち、報知タイミング記憶領域５１８に記憶される報知タイミング情報の設定
）に係るコマンドである。
【０１５９】
　表示態様設定コマンドは、各リモコン３０のリモコン表示部３２における表示態様の設
定に係るコマンドである。
【０１６０】
　データ送信要求コマンドは、空調システム１００が保持する情報をリモコン３０から端
末１１０へと送信させるデータ送信の設定に係るコマンド（空調システム１００に対して
端末１１０へのデータの送信を要求するコマンド）である。
【０１６１】
　データ送信要求コマンドは、例えば、室内ユニット２０の運転状況や故障したタイミン
グ等を特定する運転履歴情報、所定時刻におけるアクチュエータの動作状態（圧縮機又は
ファンの回転数や各種弁の開度）を特定する情報、所定時刻における各種センサ（１２、
２２、３３）の検出値を特定する情報、所定時刻における各種設定に係る設定状態を特定
する情報、消費電力に関する情報、又は各種設定に係る設定状態を特定する情報に係るデ
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ータの送信を空調システム１００に対して要求する際に入力される。
【０１６２】
　また、入力されたデータ送信要求コマンドに対応してリモコン３０から端末１１０へ送
信されるデータには、特定データが含まれる。特定データは、各コマンドに基づき設定内
容を切り換えられた設定項目に関し、切換前の状態と、切換後の状態と、の差分を特定可
能な情報である。特定データは、例えば、メンテナンス時等にサービスマンによって係る
差分を解析されることで故障の原因究明に用いられる。また、特定データは、例えば、管
理者によって施設や対象空間毎の特定データが収集して分析されることで各種運用に用い
られる。
【０１６３】
　（５）空調システム１００における処理の流れ
　以下、図１５を参照して、空調システム１００における処理の流れの一例を説明する。
図１５は、空調システム１００の処理の流れの一例を示したフローチャートである。
【０１６４】
　空調システム１００は、図１５のステップＳ１０１からステップＳ１０８に示すような
流れで処理を実行する。なお、図１５に示す処理の流れは、適宜変更が可能であり、処理
が適正に行われる限り、いずれかのステップの順序を入れ換えてもよいし、いずれかのス
テップが同時に実行されてもよいし、図示しない他のステップが追加されてもよい。
【０１６５】
　ステップＳ１０１において、空調システム１００は、リモコン入力部３１を介してコマ
ンドを入力されない場合（すなわち、ＮＯの場合）には、ステップＳ１０３へ進む。一方
、空調システム１００は、リモコン入力部３１を介してコマンドを入力された場合（すな
わち、ＹＥＳの場合）には、ステップＳ１０２へ進む。
【０１６６】
　ステップＳ１０２において、空調システム１００は、リモコン入力部３１を介して入力
されたコマンドに基づき、対応する所定の処理を実行する。その後、ステップＳ１０１に
戻る。
【０１６７】
　ステップＳ１０３において、空調システム１００は、近距離無線通信部３４において近
距離無線通信により端末１１０からのコマンドを受信しない場合（すなわち、ＮＯの場合
）には、ステップＳ１０７へ進む。一方、空調システム１００は、近距離無線通信部３４
において近距離無線通信により端末１１０からのコマンドを受信した場合（すなわち、Ｙ
ＥＳの場合）には、ステップＳ１０４へ進む。
【０１６８】
　ステップＳ１０４において、空調システム１００は、近距離無線通信部３４が電源供給
されていない状態におけるコマンド入力である場合（すなわち、ＮＯの場合）には、ステ
ップＳ１０６へ進む。一方、空調システム１００は、近距離無線通信部３４が電源供給さ
れていた状態におけるコマンド入力である場合（すなわち、ＹＥＳの場合）には、ステッ
プＳ１０５へ進む。
【０１６９】
　ステップＳ１０５において、空調システム１００は、第２処理を実行する。すなわち、
電源供給されている状態において端末１１０に接近されてコマンドを受信した近距離無線
通信部３４（ユニットＣＰＵ３４３）が、第２処理モードに遷移し、通信回路３４１にお
ける受信コマンドを、ユニット記憶部３４２に格納することなく、リモコン制御部３５に
対して出力する。その結果、リモコン制御部３５において受信コマンドが入力される。そ
して、空調システム１００は、受信コマンドに対応する処理を実行する。その後、ステッ
プＳ１０１に戻る。
【０１７０】
　ステップＳ１０６において、空調システム１００は、第１処理を実行する。すなわち、
電源供給されていない状態において端末１１０に接近されることで給電されるとともにコ
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マンドを受信した近距離無線通信部３４（ユニットＣＰＵ３４３）が、第１処理モードに
遷移し、通信回路３４１における受信コマンドを、ユニット記憶部３４２に格納する。そ
の結果、ユニット記憶部３４２に格納された受信コマンドがリモコン制御部３５（コマン
ド取得部５２）により取得され、リモコン制御部３５において受信コマンドが入力される
。そして、空調システム１００は、受信コマンドに対応する処理を実行する。その後、ス
テップＳ１０１に戻る。
【０１７１】
　ステップＳ１０７において、空調システム１００は、運転スケジュールを有していない
場合（具体的には運転スケジュール記憶領域５１４において運転スケジュールが記憶され
ていない場合、すなわちＮＯの場合）には、ステップＳ１０１に戻る。一方、空調システ
ム１００は、運転スケジュールを有している場合（具体的には運転スケジュール記憶領域
５１４において運転スケジュールが記憶されている場合、すなわちＹＥＳの場合）には、
ステップＳ１０８へ進む。
【０１７２】
　ステップＳ１０８において、空調システム１００は、運転スケジュールに沿って、各ユ
ニット（特に室外ユニット１０及び各室内ユニット２０）の動作を制御する。その後、ス
テップＳ１０１に戻る。
【０１７３】
　（６）空調システム１００の特徴
　（６－１）
　上記実施形態に係る空調システム１００は、複数のリモコン３０に対するコマンドの入
力を、簡易に行うことが可能である。
【０１７４】
　すなわち、ビル、工場、倉庫又は公共施設等、複数の空調室内機が設置される施設にお
いては、空調室内機の台数に応じて複数のリモートコントロール装置が設置されることに
伴い、上述のような各種設定が行われる際に、各リモートコントロール装置に対しコマン
ドの入力がそれぞれ行われるケースがある。係るケースにおいて、従来の空調システムで
は、複数のリモートコントロール装置に対し入力キーを操作してコマンドをそれぞれ入力
する必要があるため、設定作業が煩雑となり、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミ
スの発生等を抑制することが難しい。このため、昨今、複数のリモートコントロール装置
に対するコマンド入力を、より簡易に行える空調システムの需要が高まっていた。
【０１７５】
　この点、上記実施形態に係る空調システム１００では、各リモコン３０は、近距離無線
通信機能を有する端末１１０と近距離無線通信を行う近距離無線通信部３４を有しており
、近距離無線通信によって端末１１０から送信された信号を近距離無線通信部３４におい
て受信することでコマンドを入力されるように構成されている。これにより、各種設定を
行うに際し複数のリモコン３０に対してコマンドの入力をそれぞれ行うケースにおいて、
コマンドを近距離無線通信によって端末１１０からリモコン３０へ送信することが可能と
なっている。つまり、端末１１０に予め入力又は記憶させておいたコマンドを、近距離無
線通信によって各リモコン３０に送信することが可能となっている。
【０１７６】
　その結果、各リモコン３０のリモコン入力部３１（入力キー）を操作せずとも、複数の
リモコン３０に対するコマンドの入力を行うことが可能となっている。よって、複数のリ
モコン３０に対するコマンドの入力を、簡易に行うことが可能となっている。すなわち、
各種設定に係る作業が煩雑となることが抑制されており、作業に要する労力及び時間の増
大や設定ミスの発生等が抑制されている。
【０１７７】
　（６－２）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、リモコン３０に入力されるコマンドには
、室内ユニット２０又はリモコン３０の設置時又はメンテナンス時に行われる、室内ユニ
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ット２０又はリモコン３０の初期設定に係るコマンドが含まれている。これにより、室内
ユニット２０の設置時やメンテナンス時等に初期設定が行われる際、初期設定に係る作業
が煩雑となることが抑制されており、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生
等が抑制されている。
【０１７８】
　（６－３）
　上記実施形態に係る空調システム１００おいて、初期設定時に入力される各コマンドに
は、以下の（Ａ）－（Ｅ）に示すコマンドが含まれる。
【０１７９】
　（Ａ）現地情報登録設定に係る現地情報登録設定コマンド
【０１８０】
　（Ｂ）空調システム１００が保持する時刻情報の設定（すなわち、リモコン３０が有す
る時計機能に関し時刻調整を行うための時刻設定）に係る時刻設定コマンド
【０１８１】
　（Ｃ）リモコン３０に表示する室温に関して室内ユニット２０内蔵のセンサ２２及びリ
モコン３０内蔵のセンサ３３のいずれの検出値を使用するかの設定（すなわち、対象空間
ＳＰに温度センサが複数配置される場合に評価対象となる温度センサの選択を行うための
温度センサ選択設定）に係る使用センサ選択コマンド
【０１８２】
　（Ｄ）各リモコン３０においてフィルタ２０１のメンテナンスを促す報知情報を表示す
るタイミングの設定（すなわち、室内ユニット２０が有するフィルタ２０１のメンテナン
スを促す報知を行うタイミング、を決定するための報知タイミング設定）に係るフィルタ
サイン報知設定コマンド
【０１８３】
　（Ｅ）各リモコン３０のリモコン表示部３２における表示態様の設定（表示態様設定）
に係る表示態様設定コマンド
【０１８４】
　上記（Ａ）－（Ｅ）の各コマンドは、従来においては入力が特に煩雑となりうる設定に
係るものであるが、空調システム１００では、当該設定に係る作業が煩雑となることが抑
制されており、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制されている。
【０１８５】
　（６－４）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、リモコン３０に入力されるコマンドに、
リモコン３０（空調システム１００）に対して所定のデータの送信を要求するコマンドで
あるデータ送信要求コマンドが含まれている。また、コントローラ５０は、リモコン３０
に入力されたデータ送信要求コマンドによって要求されるデータを、近距離無線通信部３
４から端末１１０へ送信させるように構成されている。
【０１８６】
　これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となっていた、複数のリモコン
３０に対するデータ送信の設定に係るデータ送信要求コマンドの入力が行われる際、作業
が煩雑となることが抑制され、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑
制されている。
【０１８７】
　（６－５）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、コントローラ５０はデータ送信要求コマ
ンドによって要求されうるデータを送信データ記憶領域５２３に格納し、送信データ記憶
領域５２３はリモコン記憶部３５１に含まれている。これにより、データ送信要求コマン
ドによって要求されうる情報を、予めリモコン３０（リモコン記憶部３５１）に格納して
おくことが可能となっている。その結果、データ送信要求コマンドが入力された際に、端
末１１０へのデータ転送に係る時間の短縮が可能となっている。よって、空調システム１
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００内のデータ取得に係る作業時間がさらに短縮されうる。
【０１８８】
　（６－６）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、入力されたデータ送信要求コマンドに対
応してリモコン３０から端末１１０へ送信されるデータには、特定データが含まれている
。特定データは、コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し、切換前の
状態と、切換後の状態と、の差分を特定可能な情報である。
【０１８９】
　これにより、コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し、切換前の状
態と、切換後の状態と、の差分を特定可能な特定データが、データ送信要求コマンドに基
づきリモコン３０から端末１１０へ送信されるようになっている。その結果、特定データ
を取得した端末１１０又は当該端末１１０から特定データを転送された情報処理機器にお
いて、特定データによって特定される差分を表示することが可能となっている。このため
、設定者が、設定内容の切換えを行う設定項目に関し、切換前の状態と切換後の状態との
差分を容易に把握可能となっており、利便性が向上している。また、取得した特定データ
を現場（対象空間ＳＰ）において即座に分析又は加工することが可能となっており、利便
性が向上している。
【０１９０】
　（６－７）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、近距離無線通信部３４は、入力されたコ
マンドを記憶するユニット記憶部３４２と、端末１１０からコマンドを入力された場合に
第１処理モード及び第２処理モードのいずれかにより処理を実行するユニットＣＰＵ３４
３と、を有している。第１処理モードは、入力されたコマンドをユニット記憶部３４２に
格納するモードである。第２処理モードは、入力されたコマンドをユニット記憶部３４２
に格納せずにコントローラ５０へ出力するモードである。ユニットＣＰＵ３４３は、電源
供給されていない状態において端末１１０に接近されることで給電されるとともにコマン
ドを入力された場合には第１処理モードにより第１処理を実行し、電源供給されている状
態においてコマンドを入力された場合には第２処理モードにより第２処理を実行するよう
に構成されている。
【０１９１】
　これにより、近距離無線通信部３４に電源供給されているか否かに関わらず、近距離無
線通信によってコマンドを入力することが可能となっている。また、近距離無線通信部３
４に電源供給されている状態においてコマンドが入力された場合には、入力されたコマン
ドがユニット記憶部３４２に格納されずにコントローラへ出力されるため、近距離無線通
信部に電源供給されていない状態においてコマンドを入力された場合と比較して、入力さ
れたコマンドに関する伝送時間が短縮され、入力されたコマンドに対する結果が反映され
るまでの時間が短縮されている。よって、各種設定に係る作業に要する労力及び時間の増
大がさらに抑制されている。
【０１９２】
　（６－８）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、リモコン３０に入力されるコマンドには
、室内ユニット２０の運転スケジュールの設定に係るコマンドであるスケジュール設定コ
マンドが含まれている。これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑となって
いた運転スケジュールの登録に関する設定が行われる際、設定に係る作業が煩雑となるこ
とが抑制されており、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制されて
いる。
【０１９３】
　（６－９）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、各リモコン３０は、集中リモコン４０と
の通信に用いられる集中管理アドレスを割り当てられている。また、リモコン３０に入力
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されるコマンドには、集中管理アドレスの設定に係るコマンドである集中管理アドレス設
定コマンドが含まれている。これにより、従来においてはコマンドの入力が特に煩雑とな
っていた集中管理アドレスの設定が行われる際、設定に係る作業が煩雑となることが抑制
されており、作業に要する労力及び時間の増大や設定ミスの発生等が抑制されている。
【０１９４】
　（６－１０）
　上記実施形態に係る空調システム１００では、リモコン３０のリモコン表示部３２には
、リモコン通信部３５３を介した室内ユニット２０との通信を行っている場合に、室内ユ
ニット２０と通信中であることを示す通信状況通知情報が表示されるようになっている。
【０１９５】
　これにより、利便性が向上している。例えば、リモコン３０及び室内ユニット２０間の
通信に長時間を要する場合においても、設定者がコマンドに係る処理の進捗状況を把握可
能となっており、利便性が向上している。また、リモコン３０及び室内ユニット２０間の
通信が完了する毎にコマンドを入力する必要がある場合（すなわち、リモコン３０に対し
てコマンドを複数回に分けて入力する必要がある場合）において、コマンドを入力するタ
イミングを容易に把握可能となっており、利便性が向上している。
【０１９６】
　（７）変形例
　上記実施形態は、以下の変形例に示すように適宜変形が可能である。なお、各変形例は
、矛盾が生じない範囲で他の変形例と組み合わせて適用されてもよい。
【０１９７】
　（７－１）変形例Ａ
　上記実施形態では、空調システム１００に入力されるコマンドとして、運転状態切換コ
マンド、現地情報登録設定コマンド、スケジュール設定コマンド、集中アドレス設定コマ
ンド、時刻設定コマンド、使用センサ選択コマンド、フィルタサイン報知設定コマンド、
表示態様設定コマンド、及びデータ送信要求コマンドを例に挙げて説明した。しかし、空
調システム１００において入力されるコマンドは、必ずしもこれらのコマンドに限定され
ず、これらのコマンドのいずれかについては設計仕様や設置環境に基づき適宜省略が可能
である。また、空調システム１００において入力されるコマンドには、他のコマンドが含
まれていてもよい。
【０１９８】
　（７－２）変形例Ｂ
　上記実施形態では、データ送信要求コマンドによって要求されるデータは、例えば、空
調室内機の運転状況や故障したタイミング等を特定する履歴情報、所定時刻における各種
アクチュエータの動作状態（例えば圧縮機又はファンの回転数や各種弁の開度）を特定す
る情報、所定時刻における各種センサの検出値を特定する情報、所定時刻における各種設
定に係る設定状態を特定する情報、若しくは消費電力に関する情報に係るデータ、又は各
コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し切換前の状態と切換後の状態
と、の差分を特定可能な情報である特定データであった。しかし、データ送信要求コマン
ドによって要求されるデータは、必ずしもこれらのデータには限定されず、他のデータで
あってもよい。
【０１９９】
　（７－３）変形例Ｃ
　上記実施形態に係る空調システム１００では、近距離無線通信部３４（ユニットＣＰＵ
３４３）は、電源供給されていない状態において端末１１０に接近されることで給電され
るとともにコマンドを入力された場合には第１処理モードにより第１処理を実行し、電源
供給されている状態においてコマンドを入力された場合には第２処理モードにより第２処
理を実行するように構成されていた。この点、コントローラ５０へのコマンドの伝送時間
を短縮するという観点によれば、第２処理が実行されることは好ましいが、空調システム
１００において必ずしも第２処理が行われる必要はない。すなわち、第２処理モード（第
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２処理）については、適宜省略が可能であり、近距離無線通信部３４（ユニットＣＰＵ３
４３）は、電源供給されている状態においてコマンドを入力された場合でも第１処理（入
力されたコマンドをユニット記憶部３４２に格納する処理）を実行するように構成されて
もよい。
【０２００】
　（７－４）変形例Ｄ
　上記実施形態では、現地情報テーブルＴＢ３は、各室内ユニット２０の設置場所に関す
る情報（現地情報）であり、具体的には、対象空間ＳＰの天井高、広さ、所在階、又は識
別名称等を特定するための情報であった。しかし、これに限定されず、現地情報テーブル
ＴＢ３は、他の情報を特定するものであってもよい。例えば、現地情報テーブルＴＢ３は
、対象空間ＳＰの所在地等の位置情報や、対象空間ＳＰにおけるサマータイム運用の有無
を特定する情報であってもよい。
【０２０１】
　（７－５）変形例Ｅ
　上記実施形態では、室内ユニット２０は、複数の対象空間ＳＰを含む施設１に設置され
ていた。しかし、室内ユニット２０が設置される環境は、特に限定されず、あらゆる環境
において設置可能である。例えば、室内ユニット２０は、単一の大きな対象空間ＳＰを含
む工場等に設置されてもよい。
【０２０２】
　（７－６）変形例Ｆ
　上記実施形態では、空調システム１００には、集中リモコン４０が含まれていた。しか
し、集中リモコン４０は必ずしも必要ではなく、適宜省略が可能である。
【０２０３】
　（７－７）変形例Ｇ
　上記実施形態では、各ユニットは、複数の通信アドレス（具体的にはユニットアドレス
及び集中管理アドレス）を割り当てられていた。しかし、各ユニットは、複数の通信アド
レスを割り当てられる必要はなく、ユニットアドレス及び集中管理アドレスのいずれかに
ついては適宜省略が可能である。係る場合、各ユニット間の信号伝送には、ユニットアド
レス及び集中管理アドレスのいずれかを用いて行われればよい。
【０２０４】
　（７－８）変形例Ｈ
　上記実施形態においては、リモコン３０のリモコン表示部３２には、リモコン通信部３
５３を介した室内ユニット２０との通信を行っている場合に、室内ユニット２０と通信中
であることを示す通信状況通知情報が表示されるようになっていた。しかし、通信状況通
知情報の出力態様については、適宜変更が可能である。例えば、リモコン３０が音声の出
力が可能なスピーカを含む場合には、通信状況通知情報をリモコン表示部３２において表
示させるのに代えて、通信状況通知情報に相当する音声をスピーカから出力させてもよい
。また、例えば、リモコン３０がＬＥＤランプ等の光源部を含む場合には、通信状況通知
情報をリモコン表示部３２において表示させるのに代えて、通信状況通知情報に相当する
情報として光源部を点灯又は点滅させてもよい。また、リモコン３０における通信状況通
知情報の出力については必ずしも必要ではなく、適宜省略してもよい。
【０２０５】
　（７－９）変形例Ｉ
　上記実施形態では、集中リモコン４０は、広域ネットワーク１２０（ＷＡＮ）上に配置
されていた。しかし、集中リモコン４０は、必ずしも広域ネットワーク１２０上に配置さ
れる必要はなく、施設１の構内に構築されたＬＡＮ（Local Area Network）上に配置され
てもよい。
【０２０６】
　（７－１０）変形例Ｊ
　上記実施形態では、リモコン３０は、いずれかの室内ユニット２０と１対１に対応して
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いたが、リモコン３０は複数の室内ユニット２０と対応付けられてもよい。すなわち、リ
モコン３０は、いずれかの室内ユニット２０と１対多に対応づけられてもよい。
【０２０７】
　（７－１１）変形例Ｋ
　上記実施形態では、近距離無線通信部３４は、リモコン制御部３５とは別に設けられて
いた。しかし、近距離無線通信部３４は、リモコン制御部３５に含まれていてもよい。
【０２０８】
　（７－１２）変形例Ｌ
　上記実施形態では、室外ユニット制御部１３、室内ユニット制御部２３、リモコン制御
部３５、及び集中リモコン４０が個別に配置されていた。しかし、これに限定されず、室
外ユニット制御部１３の一部若しくは全部、各室内ユニット制御部２３の一部若しくは全
部、各リモコン制御部３５の一部若しくは全部、及び／又は集中リモコン４０は、一体に
構成されてもよい。係る場合、一体に構成された制御部は、室外ユニット１０内に配置さ
れてもよいし、室内ユニット２０内に配置されてもよいし、リモコン３０内に配置されて
もよいし、集中リモコン４０内に配置されてもよいし、ＬＡＮやＷＡＮを介して接続され
た遠隔地に配置されてもよい。
【０２０９】
　（７－１３）変形例Ｍ
　上記実施形態では、コントローラ５０は、室外ユニット制御部１３、各室内ユニット２
０の室内ユニット制御部２３、各リモコン３０のリモコン制御部３５、及び集中リモコン
４０が、通信ネットワーク（ＮＷ１、ＮＷ２、１２０）を介して接続されることで構成さ
れていた。しかし、コントローラ５０の構成態様については、特に限定されず、適宜変更
が可能である。例えば、コントローラ５０は、室外ユニット１０、各室内ユニット２０、
各リモコン３０、及び集中リモコン４０の、いずれかに代えて又は全てとともに、他のユ
ニット（例えば、近距離無線通信部３４や他の外部機器等）を追加されて構成されてもよ
い。また、コントローラ５０は、異なる空間に配置されるユニットが通信ネットワークで
接続されることで構成されるのではなく、同一の空間に配置される各ユニットによって一
体に構成されてもよい。
【０２１０】
　（７－１４）変形例Ｎ
　上記実施形態では、リモコン３０は、いわゆる有線式のリモートコントロール装置であ
り、通信線ｃｂ２を介して対応する室内ユニット２０と電気的に接続されていた。しかし
、リモコン３０は、対応する室内ユニット２０（室内ユニット制御部２３）と電波や赤外
線を用いた無線通信を行うワイアレスリモコンであってもよい。係る場合、リモコン３０
は、持ち運び自在であるハンディタイプのものであってもよい。
【０２１１】
　（７－１５）変形例Ｏ
　上記実施形態では、リモコン３０は、室内ユニット２０とは別に独立して設けられてい
た。しかし、リモコン３０は、必ずしも室内ユニット２０と別体に構成される必要はなく
、室内ユニット２０と一体に構成されてもよい。すなわち、リモコン３０は、室内ユニッ
ト２０に内蔵されていてもよい。
【０２１２】
　（７－１６）変形例Ｐ
　上記実施形態では、リモコン３０には表示手段としてのリモコン表示部３２が設けられ
ていた。しかし、必ずしもリモコン３０においてリモコン表示部３２を設ける必要はなく
、リモコン表示部３２については適宜省略が可能である。係る場合、リモコン表示部３２
において表示される表示データを表示する表示部を、他のユニット（室外ユニット１０、
室内ユニット２０、又は集中リモコン４０）に設けてもよいし、他のユニットとは独立に
設けて対象空間ＳＰや他の空間に配置してもよい。
【０２１３】
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　（７－１７）変形例Ｑ
　上記実施形態において、リモコン３０及び端末１１０間で行われる近距離無線通信は、
１３．５６ＭＨｚの周波数を用いるＮＦＣ（Near Field Communication）であった。しか
し、リモコン３０及び端末１１０間で行われる近距離無線通信は、必ずしもＮＦＣである
必要はなく、例えばBluetooth（登録商標）等、他の方式であってもよい。
【０２１４】
　（７－１８）変形例Ｒ
　上記実施形態では、各ユニットに割り当てられるユニットアドレスは、工場出荷前に予
め割り当てられる通信アドレス、電源投入時に制御プログラムに基づき自動で割り当てら
れる通信アドレスであった。しかし、これに限定されず、ユニットアドレスは、集中管理
アドレスと同様に、設置時やメンテナンス時に行われる初期設定により割り当てられても
よい。係る場合、ユニットアドレスは、端末１１０からリモコン３０へコマンドを出力す
ることによって設定されるように構成してもよい。
【０２１５】
　（７－１９）変形例Ｓ
　上記実施形態では、リモコン３０は、対応する室内ユニット２０と同一の対象空間ＳＰ
に設置されたが、対応する室内ユニット２０が設置される対象空間ＳＰとは異なる他の空
間に設置されてもよい。
【０２１６】
　（７－２０）変形例Ｔ
　上記実施形態では、各対象空間ＳＰにおいて１台の室内ユニット２０が設置されていた
。しかし、各対象空間ＳＰには、室内ユニット２０が複数台設置されてもよい。
【０２１７】
　（７－２１）変形例Ｕ
　上記実施形態では、１台の室外ユニット１０と複数台の室内ユニット２０とが冷媒配管
で接続されることで冷媒回路が構成されていた。しかし、空調システム１００は、複数台
の室外ユニット１０を有していてもよい。すなわち、複数台の室外ユニット１０と複数台
の室内ユニット２０とが冷媒配管で接続されることで冷媒回路が構成されてもよい。係る
場合、空調システム１００において構成される冷媒系統の数は単数であってもよいし複数
であってもよい。
【０２１８】
　（７－２２）変形例Ｖ
　上記実施形態では、室内ユニット２０は、天井に設置される天井埋込型であったが、こ
れに限定されず、他の型式のものでもよい。例えば、室内ユニット２０は、対象空間ＳＰ
の内壁に設置される壁掛型、床面に設置される床置型等の空調室内機、又は床面より下方
に設置される床下収納型等でもよい。
【０２１９】
　（７－２３）変形例Ｗ
　上記実施形態では、「空調室内機」としての室内ユニット２０は、エアコンの室内機で
あった。しかし、これに限定されず、室内ユニット２０は、空気清浄機、換気装置、又は
除湿機等、対象空間ＳＰに設置され空気調和を行う他の装置であってもよい。また、室内
ユニット２０は、給湯器等、冷媒回路を含むヒートポンプ装置であってもよい。
【０２２０】
　（７－２４）変形例Ｘ
　上記実施形態では、端末１１０は、コマンドを入力するコマンド入力手段としてタッチ
スクリーン１１１を有していた。しかし、端末１１０は、必ずしもタッチスクリーン１１
１のようなコマンド入力手段を有している必要はなく、コマンドを記憶した記憶媒体から
コマンドを取り込むコマンド取込部を有している場合には、コマンド入力手段については
適宜省略が可能である。
【産業上の利用可能性】
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【０２２１】
　本発明は、複数のリモートコントロール装置を有する空気システムに適用可能である。
【符号の説明】
【０２２２】
１　　　　：施設
１０　　　：室外ユニット
１３　　　：室外ユニット制御部
２０　　　：室内ユニット（空調室内機）
２０ａ－２０ｆ　：第１室内ユニット－第６室内ユニット
２１　　　：アクチュエータ
２３　　　：室内ユニット制御部
３０　　　：リモコン（リモートコントロール装置）
３０ａ－３０ｆ　：第１リモコン－第６リモコン
３１　　　：リモコン入力部
３２　　　：リモコン表示部（表示部、通信状態表示部）
２２、３３　：センサ（温度センサ）
３４　　　：近距離無線通信部
３４ａ　　：ラベル
３５　　　：リモコン制御部
４０　　　：集中リモコン（集中リモートコントローラ）
５０　　　：コントローラ
５１　　　：記憶部
５２　　　：コマンド取得部
５３　　　：検出値取得部
５４　　　：運転スケジュール制御部
５５　　　：アクチュエータ制御部
５６　　　：使用センサ管理部
５７　　　：アドレス管理部
５８　　　：現地情報管理部
５９　　　：報知管理部
６０　　　：時刻管理部
６１　　　：運転履歴管理部
６２　　　：表示データ生成部
６３　　　：送信データ生成部
６４　　　：出力制御部
１００　　：空調システム
１１０　　：携帯通信端末（通信機器）
１１１　　：タッチスクリーン
１１２　　：通信モジュール
１２０　　：広域ネットワーク
１３１　　：室外ユニットＣＰＵ
１３２　　：室外ユニット記憶部
１３３　　：室外ユニット通信部
２０１　　：フィルタ
２３１　　：室内ユニットＣＰＵ
２３２　　：室内ユニット記憶部
２３３　　：室内ユニット第１通信部
２３４　　：室内ユニット第２通信部
３１１　　：物理キー
３４１　　：通信回路
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３４２　　：ユニット記憶部（入力コマンド記憶部）
３４３　　：ユニットＣＰＵ（処理部）
３５１　　：リモコン記憶部（送信データ記憶部）
３５２　　：リモコンＣＰＵ
３５３　　：リモコン通信部（通信部）
ＮＷ１－ＮＷ３　：第１ネットワーク－第３ネットワーク
ＳＰ　　　：対象空間
ＴＢ１　　：運転スケジュールテーブル
ＴＢ２　　：アドレステーブル
ＴＢ３　　：現地情報テーブル
ｃｂ１―ｃｂ３　：通信線
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２２３】
【特許文献１】特開平１０－２３２０４４号公報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】



(36) JP 2017-146065 A 2017.8.24
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月19日(2017.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象空間（ＳＰ）に設置される複数の空調室内機（２０）と、
　いずれかの前記空調室内機と対応付けられ、対応する前記空調室内機若しくは自己の設
定に係るコマンドを入力される複数のリモートコントロール装置（３０）と、
　前記リモートコントロール装置に入力された前記コマンドに基づき処理を行うコントロ
ーラ（５０）と、
を備え、
　各前記リモートコントロール装置は、
　　対応する前記空調室内機と通信を行う通信部（３５３）と、近距離無線通信機能を有
する通信機器（１１０）と近距離無線通信を行う近距離無線通信部（３４）と、を有し、
　　前記近距離無線通信によって前記通信機器から送信された信号を前記近距離無線通信
部において受信することで前記コマンドを入力され、
　前記コマンドには、前記空調室内機の設置時又はメンテナンス時に行われる前記空調室
内機又は前記リモートコントロール装置の初期設定に係る初期設定コマンドが含まれ、
　前記初期設定には、前記対象空間に関する現地情報を登録するための現地情報登録設定
、前記リモートコントロール装置が有する時計機能に関し時刻調整を行うための時刻設定
、前記対象空間に温度センサ（２２、３３）が複数配置される場合に評価対象となる前記
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温度センサの選択を行うための温度センサ選択設定、前記空調室内機が有するフィルタ（
２０１）の清掃若しくは交換を促す報知を行うタイミングを決定するための報知タイミン
グ設定、及び前記リモートコントロール装置が有する表示部（３２）における表示態様を
決定するための表示態様設定、のいずれか／すべてが含まれる、
空調システム（１００）。
【請求項２】
　対象空間（ＳＰ）に設置される複数の空調室内機（２０）と、
　いずれかの前記空調室内機と対応付けられ、対応する前記空調室内機若しくは自己の設
定に係るコマンドを入力される複数のリモートコントロール装置（３０）と、
　前記リモートコントロール装置に入力された前記コマンドに基づき処理を行うコントロ
ーラ（５０）と、
を備え、
　各前記リモートコントロール装置は、
　　対応する前記空調室内機と通信を行う通信部（３５３）と、近距離無線通信機能を有
する通信機器（１１０）と近距離無線通信を行う近距離無線通信部（３４）と、を有し、
　　前記近距離無線通信によって前記通信機器から送信された信号を前記近距離無線通信
部において受信することで前記コマンドを入力され、
　前記コマンドには、所定のデータの送信を要求する前記コマンドであるデータ送信要求
コマンドが含まれ、
　前記コントローラは、前記リモートコントロール装置に入力された前記データ送信要求
コマンドによって要求される前記データを、前記近距離無線通信部から前記通信機器へ送
信させ、
　入力された前記データ送信要求コマンドに対応して前記リモートコントロール装置から
前記通信機器へ送信される前記データには、特定データが含まれ、
　前記特定データは、前記コマンドに基づき設定内容を切り換えられた設定項目に関し、
切換前の状態と、切換後の状態と、の差分を特定可能な情報である、
空調システム（１００）。
【請求項３】
　対象空間（ＳＰ）に設置される複数の空調室内機（２０）と、
　いずれかの前記空調室内機と対応付けられ、対応する前記空調室内機若しくは自己の設
定に係るコマンドを入力される複数のリモートコントロール装置（３０）と、
　前記リモートコントロール装置に入力された前記コマンドに基づき処理を行うコントロ
ーラ（５０）と、
を備え、
　各前記リモートコントロール装置は、
　　対応する前記空調室内機と通信を行う通信部（３５３）と、近距離無線通信機能を有
する通信機器（１１０）と近距離無線通信を行う近距離無線通信部（３４）と、を有し、
　　前記近距離無線通信によって前記通信機器から送信された信号を前記近距離無線通信
部において受信することで前記コマンドを入力され、
　前記近距離無線通信部は、
　　入力された前記コマンドを記憶する入力コマンド記憶部（３４２）と、
　　前記通信機器から前記コマンドを入力された場合、入力された前記コマンドを前記入
力コマンド記憶部に格納する第１処理モード、及び入力された前記コマンドを前記入力コ
マンド記憶部に格納せずに前記コントローラへ出力する第２処理モード、のいずれかによ
り処理を実行する処理部（３４３）と、
を有し、
　前記処理部は、電源供給されていない状態において前記通信機器に接近されることで給
電されるとともに前記コマンドを入力された場合には前記第１処理モードにより処理を実
行し、電源供給されている状態において前記コマンドを入力された場合には前記第２処理
モードにより処理を実行する、
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空調システム（１００）。
【請求項４】
　対象空間（ＳＰ）に設置される複数の空調室内機（２０）と、
　いずれかの前記空調室内機と対応付けられ、対応する前記空調室内機若しくは自己の設
定に係るコマンドを入力される複数のリモートコントロール装置（３０）と、
　前記リモートコントロール装置に入力された前記コマンドに基づき処理を行うコントロ
ーラ（５０）と、
を備え、
　各前記リモートコントロール装置は、
　　対応する前記空調室内機と通信を行う通信部（３５３）と、近距離無線通信機能を有
する通信機器（１１０）と近距離無線通信を行う近距離無線通信部（３４）と、を有し、
　　前記近距離無線通信によって前記通信機器から送信された信号を前記近距離無線通信
部において受信することで前記コマンドを入力され、
　各前記リモートコントロール装置は、複数の前記空調室内機若しくは複数の前記リモー
トコントロール装置の動作を統括的に制御する集中リモートコントローラ（４０）との通
信に用いられる集中アドレスを割り当てられ、
　前記コマンドには、前記集中アドレスの設定に係る集中アドレス設定コマンドが含まれ
る、
空調システム（１００）。
【請求項５】
　前記コマンドには、前記空調室内機の設置時又はメンテナンス時に行われる前記空調室
内機又は前記リモートコントロール装置の初期設定に係る初期設定コマンドが含まれる、
請求項２から４のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項６】
　前記コマンドには、所定のデータの送信を要求する前記コマンドであるデータ送信要求
コマンドが含まれ、
　前記コントローラは、前記リモートコントロール装置に入力された前記データ送信要求
コマンドによって要求される前記データを、前記近距離無線通信部から前記通信機器へ送
信させる、
請求項１、３、４のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項７】
　前記リモートコントロール装置は、入力された前記データ送信要求コマンドに対応して
前記通信機器へ送信する前記データを記憶する送信データ記憶部（３５１）をさらに有し
、
　前記コントローラは、前記データ送信要求コマンドによって要求されうる前記データを
、前記送信データ記憶部に格納する、
請求項２又は６に記載の空調システム（１００）。
【請求項８】
　前記コマンドには、前記空調室内機の運転スケジュールの設定に係るスケジュール設定
コマンドが含まれる、
請求項１から７のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
【請求項９】
　前記リモートコントロール装置は、前記通信部を介した前記空調室内機との通信を行っ
ている場合に前記空調室内機と通信中であることを示す情報を表示する通信状態表示部（
３２）をさらに有する、
請求項１から８のいずれか１項に記載の空調システム（１００）。
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